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序 文

大阪府 の北東部 に位 置す る大東市 は、東部 に飯 盛 山を含む 生駒 山系 が南北 に連 な

り、西部 の低 地で は古 くは河 内湖 、近世 の 中頃までは深野池 と呼 ばれ た大 きな池 が

市域 の4分 の1を 占め、そ の後 はそ の池 も大和川 の付替 えに よ り新 田 として 開発 さ

れ、一昔前までは広大 な 田園風景が広が る豊か な 自然環境 に恵まれていま した。

わた したちの先人達 はそ の よ うな環境 と共存 しなが ら個性 豊 かな歴 史や文化 を育

み 、その足跡が 、当時 の コ ミュニテ ィ の中心で あ り、そ の地域 の歴 史 と共 に歩 んで

きた神社、寺院をは じめ、遺跡 、古文書 、絵 画、彫刻 、地域 固有の伝統 的な行事 な ど、

様 々な歴史、文化 的遺産 として現在 に残 され ています。

今 回、報 告す る北条 西遺跡 は、生駒 山西 麓 を南北 に縦 貫す る東 高野街道周辺 に広

が る、弥生 時代 か ら中世 にか けての集 落遺跡 として知 られ、 この遺跡 の調査 に よっ

て特に弥生 、古墳時代 の集 落の様相 が明 らかに され るもの と期待 されています。

今 回 の発掘調査 にお きま して は、弥 生時代 か ら飛 鳥、奈 良時代 にい た る集 落跡 を

確 認す るこ とが でき、特 に古墳 時代で は、渡来人 の活動 を示唆す る韓式系 土器 や初

期須恵器 が多数 出土 し、 当時、河 内湖 の東 岸部 であった この地域 特有 の歴 史的様 相

が うかが え、市域 の歴 史 を理解す る うえで、貴重 な成果 を得 るこ とができた と思 わ

れ ます。

今後、 これ らの成果 につ きま しては活用 、公 開 してい くとともに、本 書が本市 の

歴 史 を知 る基礎 資料 とな り、市民 の方 々 が歴 史や文化財 に対す る理解 を深 め るた め

の一助 になれば幸い に存 じます。

教育委員会 では、今後 も先人 よ り受 け継 いで きま した貴重 な文化財 を大切 に保 存、

活 用 し、未来 を担 うこれ か らの世代 に 引き継 い でい く所 存で あ ります ので、市 民の

方 々 におかれ ま して は本市 の文化財 保護行 政 に ご理解 、 ご協力 賜 ります よ う心 よ り

お願 い 申 し上げます。

最 後 にな りま した が、発掘調 査の実施 にあた り多大 な ご理解 、 ご協力 を賜 りま し

た事業者 の方 をは じめ、関係機 関、各位 に厚 くお礼 申 し上げます。

平成26年3月

大東 市教育委員会

教育長 亀 岡 治 義



例 言

1,本 書は大阪府大東市北条2丁 目876-1番 地 における共同住宅建設 に伴 う北条西遺跡発掘

調査(略 号:HJN94-1)、 お よび北条2丁 目868-1、867-2、 同6丁 目869

-4番 地にお ける共同住宅建設に伴 う北条西遺跡発掘調査(略 号:HJN96 -1)の 報告書

である。

2.両 発掘調査業務については山本利雄氏 よ り依頼を受け、大東市教育委員会が実施 し、その係

る費用 については同氏がこれ を負担 した。記 して感謝の意を表 します。

3.HJN94-1調 査における現地調査は平成6年4月15日 か ら同年6月8日 にかけて実施

し、調査面積 は455㎡ である。また、HJN96-1調 査における現地調査は平成8年11

A7日 か ら同年12月16日 にかけて実施 し、調査面積 は428㎡ である。

4.両 発掘調査業務は大東市教育委員会歴史民俗資料館、中逵健一(現 、生涯学習課)が 担当 した。

5.本 書における方位は、HJN94-1調 査では磁北で示 している。また、HJN96-1調

査では座標北で示 し、座標については 日本測地系における国土座標第VI系 である。 また、標 高

についてはそれぞれT.P.値(東 京湾平均海面値)を 用いてい る。

6.発 掘調査業務 における現地調査、整理作業等については下記の方々の参加 を得た。

(敬称略、五十音順)

(HJN94-1)

大谷聡、 甲斐範浩、川崎 昌美、小堀直子、谷崎光子 、萩野登 、樋 口里美、宮田八重子

村尾奈津子 、吉野正泰

(HJN96-1)

小堀直子、谷崎光子、樋 口里美、宮田人重子、村尾奈津子、吉野正泰

7.HJN96-1調 査 にお ける基準点、水準点の設置 については阪急航空株式会社に委託 した。

8.本 書の執筆 および編集は担 当者が行い、デー ター作成、遺物写真撮影、印刷および製本 につ

いては教育委員会の監督指示のもと、株式会社地域文化財研究所に委託 した。

9.今 回の調査 に関わる出土遺物及び写真、実測図等の記録資料 は、大東市教育委員会 において

保管 している。
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第1章 遺跡の歴史的環境

北条西遺跡は、昭和46～47年 の北条小学校建設の際

に旧石器、古墳時代後期の土師器、須恵器、中世の土師

皿などが出土 したことにより発見された遺跡で、当初は

北条小学校を中心とした南北約130m、 東西約110mの

遺跡であった。 しかし、以降の立会調査、試掘調査等に

より南西方向に向かって広がることが確認 され、平成2

年度には南北最大370m、 東西約570mの 広が りをもつ

弥生時代から古墳時代の集落跡を中心とした遺跡として

周知されるに至っている。

地形的には、北条小学校付近までの土石流段丘か ら扇

状地、緩扇状地を経て、その西方の沖積地にかけて立地

するもので、以下、市域の遺跡を中心に周辺の歴史的概

観を述べる。

《旧石器時代》

具体的な遺跡は確認 されていないが、中垣内遺跡か 第1図 大東市位置図

ら昭和34年 の東大阪変電所建設時にナイフ形石器、楔形石器が出土し、当遺跡では前述の とお り彫器、

掻器が出土 している。

《縄文時代》

旧石器時代同様、具体的な遺跡 としては確認 されていないが、中垣内遺跡で北白川c式 の深鉢 を伴っ

た縄文時代中期後半の土坑状の遺構が唯一確認 されている。遺物はその大半が丘陵か ら扇状地にかけて

立地する遺跡の包含層や、低地においても自然河川などから出土する状況で、前半の土器の出土は確認

されていないが、鍋田川遺跡で削器、尖頭器、北新町遺跡で掻器、有舌尖頭器が出土してお り、また、

北条遺跡、宮谷古墳群からも有舌尖頭器が出土している。土器では北新町遺跡や鍋田川遺跡およびその

周辺の遺跡から中～晩期を中心とした土器の出土が確認 され、磨耗を受けず比較的遺存状態の良好な土

器が多いことから周辺に集落の存在が想定 される。また寺川浜遺跡か らは東北南部の大洞BC式 晩期土

器片が出土 しており、地域間交流を考える上で注 目される。

《弥生時代》

市域においても集落跡 としての遺跡が確認 されるようになり、前～中期では、中垣内遺跡、当遺跡が

ある。また、市域西部の低地に所在す る西諸福遺跡においても昭和32年 の松下電器産業諸福工場建設

予定地造成工事の際に中期前半の土器片が採集 されている。後期では、竪穴住居を検出した北条遺跡、

中垣内遺跡の東に隣接す る鍋田川遺跡ではまとまった遺物が出土 しており、また、寺川浜遺跡では後期

から古墳時代初頭(庄 内期)の 水田跡が確認 されている。

また、特筆すべきものとして、野崎遺跡内にあたる野崎観音の北側丘陵で昭和33年 の野崎観音遊園

地造成中の際に、幼児を埋葬 したと考えられる後期の壺棺が出土している。

以上の状況から、後期旧石器時代から弥生時代にかけては、市域北部の権現川流域、および南部の鍋

田川流域を中心とした歴史的展開がうかがえる。
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1北 新町遺跡
2墓 谷古墳群
3城 ヶ谷遺跡
4飯 盛山城遺跡
5宮 谷古墳群
6北 条古墳
7北 条南古墳

8北 条遺跡

9北 条 西 遺 跡
10大 将軍古墳

11ヤ タ山古墳
12野 崎遺跡
13野 崎城跡

14福 蓮寺古墳

15福 蓮寺遺跡
16野 崎条里遺跡
17寺 川浜遺跡
18メ ノコ遺跡
19峯 垣内遺跡
20市 水道寺川配水場古墳
21堂 山古墳群

第2図 周 辺遺 跡 分 布 図(S=1/10,000)
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22瓦 堂遺跡
23寺 川遺跡

24堂 山下古墳
25堂 山上遺跡



《古墳時代》

当時、河内湖東岸に位置していたことから多数の集落が営まれ るようになる。前期では中垣内遺跡で

竪穴住居が確認 され、遺物では直弧文を施 した木製品や素文鏡が出土 しており、また、東に隣接する鍋

田川遺跡においても大量の前期土器や、昭和33年 の砂防堰堤建設工事の際に採集 された刻みが施 され

た鹿角製品や占骨、滑石製の鏡を模 した石製品など、鍋 田川周辺に営まれた前期集落は祭祀的色彩の強

い特徴的な様相を呈している。中期では、北新町遺跡において溝で区画された竪穴住居、大型倉庫が検

出され、遺物では組紐文を有する器台などの初期須恵器、韓式系土器、木製の船材、敷居材を除いた木

製扉材一式などが出土してお り、その集落の性格について注目されるものであ り、メノコ遺跡では鳥足

文を施 した陶質土器、土製の当具、また鍋 田川遺跡か らは韓式系土器、初期須恵器のほか、窯壁片など

も出土 しており、当遺跡か らも韓式系土器、初期須恵器などが出土している。 これ らの状況は渡来系集

団の存在を想定させ るもので、先述の河内湖東岸 とい う地理的環境が大きく影響 しているものであ り、

市域における特徴的な様相の一っと言える。後期では、丘陵に多数の古墳群が形成 されることか ら、そ

の麓において先述の遺跡をは じめ多 くの集落が営まれていた と考えられる。

古墳では多くの存在が推定 されているものの、その詳細について明らかにされたものは少ないが、城

ヶ谷遺跡、北条遺跡、宮谷古墳群、堂山古墳群などで調査が実施 されてお り、特に中期の堂山1号 墳で

は三角板革綴短甲、衝角付冑、鉄刀、鉄鏃など大量の鉄製武器、武具類やこの古墳に特徴的な初期須恵

器 や円筒埴輪が出土 していることから、この地域の有力な首長墓 と考えられ、当時の北河内の社会構造、

ひいては中央王権 との関係、この地域の統治構造を捉えるうえで欠かせない古墳である。

《古代》

北新町遺跡では人面墨書土器や墨書土器、和鏡が出土 し、寺川遺跡では 「白麻呂」 と墨書 された土器、

直径約1mの 木を刳 り貫いた井筒や河川跡からはウマの骨一体分などが出土し、また鍋 田川遺跡では石

鍔帯、金銅製の帯金具(巡 方)な どが出土す るなど、周辺に官衙的集落の存在を想定させる。 しか し、

その具体的様相については明らかでないが、この時代における市域の特徴的な様相と言えるものである。

また、古代寺院については、瓦堂遺跡で白鳫嬲 の平瓦が出土している他、寺川浜遺跡、鍋田川遺跡にお

いて、白鳳から奈良時代にかけての軒丸瓦が出土してお り、寺川浜遺跡では仏法法具あるいは六角形を

有する特異な硯 と考えられる遺物が出土してお り、その存在は確実視されるものであり、今後の調査の

進展に期待するものである。

《中世》

北新町遺跡で12～13世 紀を中心とした集落跡、御領遺跡で13～14世 紀の集落跡が確認されてお り、

特に北新町遺跡では区画溝 を伴 う居館跡 と考えられる建物群、御領遺跡では当時の池の西側に面 した集

落全体の実態が確認されている。また、市域西部の低地に位置する西諸福遺跡では、当時の生活文化を

うかがえる天正13年(1585)銘 のある卒墫 婆や荷札木簡が出土している。

戦国期では戦国武将、三好長慶の飯盛城 をはじめ、その支城 とされる野崎城、当時の西欧でその名を

知 られたキ リシタン武将の三箇頼照(洗 礼名、サンチョ)の 三箇城などが築城されている。飯盛城にお

いては発掘調査に至る機会は少なく、狭小な面積での実施にとどまっていたが、本格的な縄張調査の結

果、新たな曲輪なども発見され、南北約650m、 東西約400mの 大規模な城域であったことが明らかと

なり、織田信長が台頭す るまでは政治的な中心地であり、また、キリス ト教布教においても重要な役割

を担っていた。
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《近世》

山間部 では大坂城 再建 にお ける石垣用石材 の供給地であった石切場跡があ り、低地部 では、宝永元年

(1704)、 大和川付替 えによ り開発 され た新 田の管理 施設で あった平野屋新 田会所跡 がある。 近年 までそ

の景観 を残 していたが、その全 面的 な保 存が困難であった ことか ら、会所跡 の全面的な発掘調査 、また

部分的保存 とその詳細 な調査 において、その基礎構 造の詳細が明 らかにされ てい る。

当時、市域の約25%を 占めていた深 野池 が新 田として開発 され た ことは、 この地域の社会、経済 に

大変革 をもた らしたものであ り、 この時期が大東市域 にお ける歴史的 に最大 の画期 と言 えるであろ う。
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第2章 調査に至る経緯と方法

HJN94-1調 査は、平成5年 に山本利雄氏(以 下 「事業者」とい う。)が 北条2丁 目876-1

番地において共同住宅建設を計画され、その埋蔵文化財の取 り扱いについて大東市教育委員会(以 下 「市

教委」とい う。)に 事前協議があったことに始まる。

市教委 としては、当該地は北条西遺跡の北端か ら谷田川を挟んで北側に位置 した場所にあた り、遺跡

の広が りの可能性が高いことから事前にその有無の確認が必要であることを指導 し、これを受け事業者

は平成5年7月21日 付けで市教委に試掘依頼書を提出す ることとなった。

その後、市教委が平成6年3月3日 に計画地の南北二箇所において トレンチ調査を実施 したところ、

北側 トレンチでは大規模な遺構の埋土と推定される土層や土器などを含む包含層が確認され、特に遺構

の埋土と推定 される土層か らは、完形品を含む古墳時代の土師器、須恵器な どが出土 し、また、南側 ト

レンチにおいても北側同様の包含層が確認されたことにより遺跡が良好に残されていることが確認され

た。

市教委ではこの結果に基づき遺跡登録の手続を行 うとともに、その取 り扱いについては現状保存のた

めの計画変更を求めた。 しかし、それについては困難であるとい う事業者側の見解に至ったことか ら、

協議を重ねた結果、遺跡を損壊する部分については記録保存を目的 とす る発掘調査を実施することで合

意した。結果、市教委が依頼を受け、平成6年4月7日 付けで覚書を交わし発掘調査を実施することと

なった。

また、HJN96-1調 査についてはその2年 後、同事業者によって北条2丁 目868-1、867

-2
、北条6丁 目869-4番 地において共同住宅建設が計画され、その埋蔵文化財の取 り扱いにっ

「一.一,

第3図 調査 地 位 置 図(S=1/5,000)
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いて大東市教育委員会(以 下 「市教委」という。)に 事前協議があったことに始まり、市教委としては、

当計画地が前回調査か ら北東に約60mに 位置 し、また前回の計画地においても周知の埋蔵文化財包蔵

地が北方に広がった状況であったことから、さらに広がっている可能性が高いものと想定されたため事

前にその有無の確認が必要であることを指導 し、これを受け事業者は平成7年6月28日 付けで市教委

に試掘依頼書を提出することとなった。

その後、市教委が平成8年7月4日 に計画地の南北二箇所において トレンチ調査を実施 したところ、

両 トレンチで土師器、須恵器などを含む包含層が堆積 してお り、遺跡が良好に残 されていることが確認

された。

市教委ではこの結果に基づき、前回と同様に遺跡登録の手続を行 うとともに、その取 り扱いについて

は現状保存のための計画変更を求めた。しかし、それについては困難であるとい う事業者側の見解に至っ

たことか ら、遺跡を損壊する部分については記録保存を目的とする発掘調査を実施することで合意した。

結果、市教委が依頼を受け、平成8年9月4日 付けで覚書を交わし発掘調査を実施することとなった。

調査方法についてHJN94-1調 査では、掘削土の仮置き場の確保が困難であったため、調査対象

地を南北2分 割 して実施することとな り、まず、北側(A区)よ り実施し、その後、掘削土を反転 して

南側(B区)の 調査を行った。また、各種記録作業にっいては任意の測量基準点を東西南北に数点設置

し、数字を付 した5メ ー トル四方のグリッドを調査区に設定することで実施 した。

また、HJN96-1調 査においても同様の状況で、まず、南側(A区)よ り実施 し、その後、掘削

土を反転 して北側(B区)の 調査を行った。また、各種記録作業については国土座標(日 本測地系、国

土座標第VI系)を 基準に、数字を付 した5メ ー トル四方のグリッドを調査区に設定することで実施 した。

標高については、それぞれ東京湾平均海面値(T.P.)を 使用 している。

第4図HJN94-1調 査 区 区割 図(S=1/400) 第5図HJN96-1調 査 区 区割 図(S=1/400)
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第3章HJN94-1調 査

第1節 調査成果

1.基 本層序

今回の調査地は東から西にかけて傾斜する緩扇状地に立地している。層序においては中世以降の堆積

土は耕作地であったため平坦であったが、それより下層の堆積状況においては地形を反映 し、西方に向

けて傾斜 していく堆積状況を明確に示していた。基本的な層序は以下の通 りである。

第1層 現代の耕作土および床土である。層厚0.2～0.3mを 測る。現地調査ではこの層までを機械

掘削の対象 とした。標高はT.P.+8.4～8.5mを 測る。

第II層 概ね近世以降に相当する耕作土層で、淡褐灰～灰黄色砂質土が主体をなす。層厚0.1～0.2

mを 測る。ほぼ全域にみ られ、部分的に2層 に細分される。またB区 の南側部分においては還

元作用を受けていた。

第IH層 概ね中世以降の耕作土層で、灰褐～褐黄色砂質土が主体をなす。層厚0.2～0.3mを 測る。

A区 東側、B区 西側では2～3層 に細分できる。

第IV層 調査区の中央から東側にかけて堆積 している層で、A区 では明瞭な遺構は確認しえなかった

が、B区 の調査区東部における第1遺 構面のべ一ス層になる。茶褐色～暗褐色土が主体をなし

マンガン粒を多量に含む。層厚は0.1～0.2mで ある。

第V層 調査区中央か ら西側にかけて厚 く堆積す る層で、B区 の調査区西部における第1遺 構面の

べ一ス層になる。褐黄～暗灰褐色砂質土が主体をなし、層厚は0.1～0.3mを 測る。

第VI層A区 の第1遺 構面、B区 の第2遺 構面のべ一ス層になる。灰黒色粘質土が主体をなし、層厚

は0.3m前 後を測る。

第V皿層 灰青～暗青灰色粘質土で層厚は0.1～0.2m前 後を測る。A区 北東部を中心に西側に向かっ

て傾斜 している層で、A区 北東部にのみ検出した畦畔に対応する層である。

第V皿層 いわゆる考古学でい うところの地山に相当する層で、A区 の第2遺 構面、B区 の第3遺 構面

のべ一ス層になる。礫混 じりの暗黄色土～粘質土が主体をなす。層厚は確認できなかった。ま

た、B区 南東部では還元作用を受けていた。

第2節 遺構 と遺物

今回の調査は掘削土の仮置き場の関係のため、調査区を北側(A区)と 南側(B区)に 分割 して調査

を実施 し、A区 では2面 、B区 では3面 の遺構面を検出した。層位的状況から調査区全体としての第1

遺構面がB区 第1遺 構面、第2遺 構面がA区 第1遺 構面およびB区 第2遺 構面、第3遺 構面がA区 第2

遺構面、B区 第3遺 構面となる。

1.第1遺 構面

(1)溝[SD]

SD-B101D5～8区 で検出し、規模は幅約0.25m、 深 さ約0.08mを 測る。埋土は灰緑色シル

ト混灰色砂質土で、土師器 、須恵器、円筒埴輪、瓦器などが出土 している。

SD-BlO2C6～7、D6～7、E6区 で検出し、規模 は幅約2.2m、 深 さ約0.75mを 測 る。

埋土は茶褐色～灰褐色砂質土が主体をなし、遺物は比較的多く土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、 白

磁などが出土 している。

SD-B103C5～7区 で検出し、規模は幅約0.3m、 深さ約0.2mを 測る。埋土は灰黄色シル ト、
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暗灰色粗砂で、土師器、須恵器が 出土 してい る。

SD-B104E7～8区 で検出 し、規模 は幅約 α44m、 深 さ約11:を 測 る。埋 土は茶褐 色砂質土で、

土師器 、須恵器 が出土 している。

SD-B105E7～8区 で検 出 し、規模 は側溝 に切 られているため明 らかでない。埋土 は灰緑色砂

質 土で、土師器 が出土 している。

SD-B106D5～6、E6区 で検出 し、幅約0.6m、 深 さ約0.14mを 測 る。遺物 は比較的多 く土師器、

須恵器が 出土 してい る。

(2)土 坑[SK]

SK-B101D7区 で検出 し、形態 はほぼ楕 円形 を呈 し、規模 は長径 約1.1m、 短径約1.Om、 深

さ約0.2mを 測 る。埋土は暗茶褐色砂質土で、土師器 が出土 している。

SK-B102D6、E6区 で検 出 し、形態 は楕 円形 を呈 し、規模 は長径約0.65m、 短径約0.55m、

深 さ約0.15n:1を 測 る。埋土は茶褐色砂質土で、土師器、須恵器 が出土 してい る。

SK-BlO3D5～6区 で検 出 し、形態 は不定形 を呈 し、規模 は最大約3.2m、 深 さ約0.16mを 測 る。

埋土は黄褐色 シル トで、土師器 、初期須恵器、須恵器、製塩 土器が出土 している。

SK-B104D5～6、E5～6区 で検出 し、形態、規模 はSD-B106や 撹乱 に切 られてい る

た め明 らかでない。埋土 は黄灰色 シル トで、土師器、須恵器 、黒色土器A類 が出土 している。

(3)ピ ッ ト[SP]

19基 の ピッ トを検 出 した。形態 は円～楕 円形 を呈 し、規模 は径約0.3～0.6m、 深 さ約0.1～0.4m

である。埋 土は暗茶褐色～暗灰 色砂質土が主体 をなす。遺物 は大半で見 られず 、土師器 、須恵器 などが

出土す る程度 で、建物 を構成す る要 素も見受け られなかった。また、B112で は埋納 を想定 させ る状

況で、土師器長胴甕 が出土 している。

(4)金 助1冓[S]

15条 の鋤溝 を検 出 した。 ほぼ東西南北 に走 るもので、規模 は幅約0.2～0.3m、 深 さ約0.05～0.1

mを 測 る。埋土は灰～褐色砂質土が主体 をな し、土師器 、須恵器 、瓦器、青磁 な どが出土 してい る。

2.第2遺 構面

(1)溝[SD]

SD-A101C2～5区 で検 出 し、規模 は幅約0.8m、 深 さ約0.25mを 測 る。埋土 は暗灰～ 暗褐

色粗砂が主体をな し、比較 的良好で多 くの土師器、須恵器、灰 釉陶器 などが出土 している。

SD-B201D5区 で検 出 し、幅約0.35m、 深 さ約0.08mを 測 る。埋 土は暗灰黄 色粘 質シル ト、

暗茶灰 色砂質土で、土師器 、須恵器 が出土 してい る。

SD-B202C5～7区 で検出 し、規模 は幅約0.31n、 深 さ約0.2mを 測 る。埋 土は灰 黄色 シル ト、

暗灰色粗砂 で、比較的多 くの土師器 、初期須恵器、須恵器、獣骨 な どが出土 してい る。

(2)土 坑[SK]

SK-A101D3、4区 で検 出 し、形態は試掘坑 に切 られ ているもののほぼ楕 円形 を呈す るもの と

思 われ 、規模 は、短径約3.Om、 深 さ約0.4mを 測 る。埋 土は灰色 系の微砂 、シル トが主体 をな し、

縄文土器、中期弥生土器 、土師器、初期須恵器 、須恵器 、韓式系土器 、サヌカイ ト片 な ど多 くの遺物

が出土 している。

SK-B201C8区 で検出 し、形態は隅丸方形 を呈 し、規模 は長径約1.Om、 短径約0.9m、 深 さ
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第6図B区 土層断面図(S=1/80)



約0.32mを 測 る。埋土 は暗灰 色砂質土、暗灰 色砂混砂質土 、暗灰 色砂で、土師器 、須恵器、獣骨 な

どが出土 してい る。

SK-B202E7区 で検 出 し、形態は楕 円形 を呈 し、規模 は長径 約1.1m、 短径約0.65m、 深 さ約0.25

mを 測 る。埋 土は茶褐色土で、遺物 は出土 していない。

(3)ピ ッ ト[SP]

A区 で26基 、B区 では40基 の ピッ トを検 出 した。形態は 円～楕 円形 を呈 し、規模 は径約0.4～0.6

m、 深 さ約0.1～0.4mで ある。 埋土は灰色系 の砂 質土～茶褐色 土が主体 をな し、石鏃、土師器 、初期

須恵器、須恵器 、韓式系土器 、黒色土器A類 が 出土す る程度 であった。 また、A103、A106、A

108、B211、B221、B236、B242で 柱材が遺存 し、B222で は火 を受 けた痕跡が残

る根石が残 され ていた。掘立柱建物 の存在は確実であ るが、具体 的に復元す ることは困難であった。

(4)畦 畔

B1～2区 でほぼ南北 に検 出 した。非 常に良好な状況で残 され ていたが、西方 に水 田域が広が る状況

ではな く、その様相 について は不明である。規模 は幅約0.55m、 高 さ約0.13mを 測 り、土師器 が出土

してい る。

(5)鋤 溝[S]

6条 の鋤 溝 を検 出 した。 ほぼ東西南 北 に走 るもので、規模 は幅約0.2～0.3m、 深 さ約0.05～0.1

mを 測 る。埋土 は灰 色系の砂質土が主体をな し、弥生土器 、土師器 、初期須恵器 、須恵器、韓式系土器 、

瓦器 などが出土 してい る。

3.第3遺 構面

(1)溝[SD]

SD-A201D1～5区 で検 出 し、幅約0.95m、 深 さ約0.2mを 測 る。 埋土 は暗灰 黒色砂質 土、

暗灰 青色砂質土で、遺物 は良好 な土師器 、初期須恵器、須恵器 が出土 してい る。

SD-A202C1～2区 で検 出 し、幅約0.4m、 深 さ約0.09mを 測 る。 埋土は暗灰 黒色砂 質土で、

土師器 が出土 してい る。

SD-A203C3区 で検 出 し、幅約0.35m、 深 さ約0.06mを 測 る。埋 土は暗茶褐色 土で、遺物は

出土 していない。

SD-B301C5～6区 で検 出 し、幅約0.4m、 深 さ約0.12mを 測 る。 埋土 は暗茶褐 色砂質 土、

暗灰黄 色粘質 シル トで、土師器 が出土 してい る。

SD-B302C7区 で検 出 し、長 さ約1.Om、 幅約0.2m、 深 さ約0.07mを 測 る。埋 土は暗灰 色

粗砂混 暗茶 渇色土で、遺物は出土 していない。

SD-B303C8、D7～8、E7～8区 で検 出 したほぼ東西 に蛇行す る溝 で、幅約1.3m、 深 さ

約0.26mを 測 る。埋 土は暗灰色粗砂 、灰緑色砂、暗灰緑色砂 、暗褐色粗砂混暗灰色砂 、暗灰黄色砂 で、

土師器 が出土 してい る。

SD-B304C7区 で検 出 し、形態、規模 は側溝 に切 られてい るため明 らかでない。埋土は暗灰 茶

色粘質 土で、遺物 は出土 していない。

(2)土 坑[SK]

SK-A201B2、C2区 で検 出し、形態 は不定形を呈 し、規模 は最大幅約4.Om、 深 さ約0.1m

を測る。埋土は黄褐色混茶褐色土で、土師器が出土 してい る。
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SK-A202B3、C3区 で検 出 し、形態 は不定形 を呈 し、規模 は最 大幅約2.1m、 深 さ約0.08

mを 測 る。埋土は黄褐色混茶褐色土で、土師器 が出土 してい る。

SK-A203B3～4、C3～4区 で検 出 し、形態 は不定形を呈 し、規模 は最大幅約2.8m、 深 さ

約0.1mを 測 る。埋土は黒灰色 土で、土師器が 出土 してい る。

SK-A204D3区 で検出 し、形態は試掘坑 に切 られてはいるもののほぼ楕 円形 を呈す るものと思

われ、規模 は長径が不 明で あるが、短径約2.7m、 深 さ約1.1mを 測 る。埋 土は黒灰色土～粘質 土、

暗灰黒色粘 土、暗灰 黒色粘土混暗黄色砂で、遺物 は完形品 を含 めた 良好 で大量の土師器、須恵器、製

塩 土器、砥 石、獣骨が出土 し、特に韓式系土器 や陶質土器 も多数見 られ、注 目できるものに須恵質土

師器や窯壁の付着 した破片 も出土 している。また、桃核 のま とまった出土 も見 られ 、通常の土坑 とは

異なった様相 を示 している。

SK-A205C4、D4区 で検 出 し、形態 は不定形 な隅丸方形 を呈 し、規模 は長径約1.5m、 短径

約1.Om、 深 さ約0.11mを 測 る。埋 土は黒灰 色で、土師器 が出土 している。

SK-A206C5、D5区 で検 出 し、形態 は楕 円形 を呈 し、規模 は長径約1.Om、 短径 約0.6m、

深 さ約0.42mを 測 る。埋土は黒灰 土～粘質土で、遺物 は出土 していない。

SK-A207D4区 で検 出 し、形態は不定形 を呈 し、規模 は最大幅約2.3m、 深 さ約0.1mを 測 る。

埋土は暗黄灰色砂 質土で、土師器が出土 してい る。

SK-A208D4～5、E4～5区 で検 出 し、形態は調査 区外へ広がるため明 らかでないが、規模

は短径 約0.7m、 深 さ約0.1mを 測 る。埋土は暗灰色土混茶褐色土で、遺物は出土 してい ない。

SK-A209D5区 で検出 し、形態は側溝で切 られ てい るため明 らかでないが、規模 は深 さ約0.11

mを 測 る。埋 土は暗灰色 土で、遺物 は出土 していない。

SK-B301C5区 で検 出し、形態 は不定形 を呈 し、規模 は調査 区外へ伸び るた め明 らかでないが、

短径約1.3m、 深 さ約1.11mを 測 る。埋土は灰 ～黒灰粘 土が主体をな し、中期弥生土器が出土 している。

また底部 か らは柱材 らしき ものが残 されてい たが、形態や深 さなどか ら異質な状況であ り、類例 を他

に うかが うことがで きないが、動物等 を捕獲す る落 し穴的性格 を有する土坑の可能 性も考 えられ る。

SK-6302C5区 で検 出 し、形態 は楕 円形 を呈 し、規模は長径約0.54m、 短径約0.34m、 深 さ約0.14

mを 測 る。埋 土は灰黄色混暗灰 色粘質土で、中期弥生土器 の甕一個体分が掘肩上面 に出土 してい る状

況で あ り、何 らかの意 図が垣 間見える。

SK-B303D6区 で検出 し、形態 は楕 円形 を呈 し、規模 は長径約1.2m、 短径 約0.7m、 深 さ約0.88

mを 測 る。埋 土は灰 黒色粘土が主体 をなし、中期弥生 土器が出土 している。

SK-B304D6区 で検 出し、形態は楕 円形 を呈 し、規模 は長径約1.1m、 短径約0.85m、 深 さ約0.13

mを 測 る。埋土は暗灰色粘質土で、中期弥生 土器が出土 してい る。

SK-B305D6、E5～6区 で検 出 し、形態 は楕 円形 を呈 し、規模 は長径 約1.3m、 短径約0.55

m、 深 さ約0.54mを 測 る。埋土は暗灰黒色粘質土が主体 をな し、 中期弥生土器が出土 してい る。

SK-B306C7区 で検 出 し、形態、規模 は上部の遺構 に切 られているため不明である。埋土は暗

茶褐 色土で、遺物は出土 していない。

SK-6307D7区 で検 出 し、形態 は楕 円形 を呈 し、規模 は長径約1.Om、 短径約0.6m、 深 さ約0.3

mを 測 る。埋土 は茶褐色土で、遺物 は出土 していない。
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(3)ピ ッ ト[SP]

A区 で103基 、B区 では39基 の ピッ トを検 出 した。形態は円～楕円形 を呈 し、規模 は第2遺 構 面の ピッ

トよ りは小振 りで径約0.2～0.3m、 深 さ約0.1～0.21nで ある。埋土 は黒灰 色土～暗灰青色粘 質土が

主体 をな し、土師器、須恵器 、製塩 土器が 出土す る程度 で、B区 では中期弥生土器 の出土す るピッ トが

数基み られ た。ま た、A251、A253、A254、B304、B314で 柱材 が遺存 していたが、

第2遺 構 面同様に掘立柱建 物の存在 は確 実であるが、具体的に復元す るこ とは困難 であった。

第7図B区 第1遺 構 面 全 体 図(S=1/100)
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第8図SD-B103遺 物出土状況図(S=1/40)
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一13一



第12図A区 第1・B区 第2遺 構 面全 体 図 第13図A区 第2・B区 第3遺 構 面 全 体 図
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第21図B区 第1・A区 第1・B区 第2遺 構 面 出土遺 物 実 測 図(S=1/4)



第22図SK-A204出 土 遺 物 実 測 図(1)(S=1/4)
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第23図SK-A204出 土遺 物実 測 図(2)(S=1/4)
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第24図SK-A204出 土 遺 物 実測 図(3)(S=1/4)
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第25図 A区 第2・B区 第3遺 構 面 出 土遺 物 実 測図(Sニ1/4)
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第26図 包 含 層 出土 遺物 実 測 図(S=1/4)

-22一



第4章HJN96-1調 査

第1節 調 査 成 果

1.基 本層序

今回の調査地 は前 回の調査地か ら北東に約60mに 位 置 し、同様 に東 か ら西 にか けて傾斜す る緩扇状

地 に立地 してい る。層序 においてもほぼ同 じ様相 を示 してお り、中世以降の堆積 土は耕作地で あったた

め平坦であったが、それ よ り下層 の堆積状況 においては地形 を反映 し、西方に向けて傾斜 してい く堆積

状況 を明確 に示 していた。基本的な層序 は以下の通 りであ る。

第1層 現代の耕作土お よび床土である。層厚0.2～0.3mを 測 る。 現地調査で はこの層 まで を機械

掘削の対象 とした。標 高はT.P.+9.3前 後 を測 る。

第II層 概ね 中世以降 に相 当す る包含層 で、淡 灰褐 色砂質土～淡灰褐色 土が主体をなす。層厚0.1～

0.2mを 測る。 ほぼ全域 にみ られ 、部分的に2層 に細分 され る。

第皿層 第1遺 構 面のべ一スになる層で、暗茶褐色 土～黒褐色粘質土が主体 をなす。層厚 は0.1～

0.3mを 測 る。

第IV層 いわゆる考古学でい うところの地山に相当す る層で、第2遺 構 面のべ一スになる層で ある。

灰色土礫混黄灰 色粘質土が主体 をなす。層厚は確 認できなかった。

第2節 遺 構 と遺 物

今回の調査は掘削土 の仮置き場 の関係 のた め、調査 区を南側(A区)と 北側(B区)に 分割 して調査

を実施 したが、調査 区全 体 として2面 の遺構面 を確認 しそれぞれ遺構 、遺物を検 出 してい る。

以下、その概要 について述べ る。

1.第1遺 構 面

(1)溝[SD]

SD-A101A4～B4区 で検出 し、幅約1.25m、 深 さ約0.2mを 測 る。埋土はにぶい灰褐色土で、

土師器 、須恵器 、瓦器、製塩 土器、サヌカイ ト片な どが出土 してい る。

SD-A102B6～C6区 で検出 し、幅約0.85m、 深 さ約0.14mを 測 る。埋土 はにぶい灰褐色土で、

弥生土器 、土師器 、初期須恵器 、須恵器、瓦器な どが出土 している。

SD-A103B7～C7区 で検 出し、幅約0.7m、 深 さ約O.11mを 測 る。埋土はにぶ い灰褐色土で、

土師器、須恵器、灰釉 陶器、瓦器 などが出土 してい る。

SD-A104B4～7区 で検 出し、幅約0.45m、 深 さ約0.08mを 測 る。埋 土は暗灰褐色土で、土師器、

須恵器 な どが出土 している。

SD-A105A6～7区 で検 出 し、幅約0.55m、 深 さ約0.08mを 測 る。埋 土は褐色混灰色士 で、

土師器 、須恵器 、韓式系土器 な どが出土 している。

SD-BlOlB4区 で検 出 し、幅約0.6m、 深 さ約0.18mを 測 る。埋 土は灰褐色系の砂質土が主

体 をな し、土師器 、須恵器 、須恵器 系土師器 、瓦器 な どが出土 している。

SD-B102A4～B4区 で検 出 し、幅約0.5m、 深 さ約0.18mを 測 る。 埋土 は灰褐色砂質 土、

灰黒色土で、土師器 、須恵器 、瓦器な どが 出土 している。

SD-B103A3～4区 で検 出 し、幅約0.85m、 深 さ約0.06mを 測 る。埋 土は暗灰褐色砂質土で、

土師器 、須恵器な どが出土 している。

SD-B104A3～B3区 で検 出 し、幅約0.7rn、 深 さ約0.08mを 測 る。埋土 は灰褐色砂 質土、
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第27図B区 土 層 断面 図(S=1/80)



黒色土混 暗灰色砂 質土で、土師器、須恵器 などが出土 してい る。

SD-B105A3～B3区 で検出 し、幅約1.75m、 深 さ約0.16mを 測 る。埋土は灰褐色砂質土で、

土師器 、須恵器、瓦器 な どが出土 している。

SD-B106A1～B1区 で検 出 し、幅約0.6m、 深 さ約0.1mを 測 る。埋 土は灰 色混 暗茶褐色砂

質土で、土師器、須恵器、陶磁器な どが出土 している。

(2)土 坑[SK]

SK-A101D7区 で検 出 し、不定形 で最大長約2.5m、 最 大幅約0.7m、 深 さ約0.13mを 測 る。

埋土は にぶ い灰褐 色土で、土師器、初期須恵器 、須恵器 、磁器 な どが出土 してい る。

SK-A102A4区 で検 出 し、楕 円形 で長径約0.95m、 短径約0.4m、 深 さ約0.05mを 測 る。埋

土は暗灰 黒色 土混暗灰褐色土で、土師器 、初期須恵器 、須恵器 な どが出土 してい る。

SK-AlO3A5区 で検 出 し、不定形 で規模 は最大長約0.85m、 最大幅約0.3m、 深 さ約0.05m

を測 る。埋 土は暗灰色砂質土で、土師器 、須恵器な どが出土 している。

SK-A104B7区 で検 出 し、不 定形 で規模 は最大 長約2.25m、 最大幅約1.65m、 深 さ約11:

mを 測 る。 埋土は暗灰褐色土で、土師器 、須恵器、瓦器な どが出土 してい る。

(3)ヒ ッ゚ ト[SP]

A区 で2基 の ピッ トを検 出 した。形態 は円～楕 円形 を呈 し、規模 は径 約o.a～0.4m、 深 さ約0.06

～0 .13mで あ る。埋土は灰色系の砂質土が主体 をな し、土師器、須恵器な どが出土 してい る。

(4)鋤 溝[S]

A、B区 合 わせ て34条 の鐘購 を検 出 した。 ほぼ東西南 北に走 るもので、幅約0.15～0.5m、 深 さ約

0.03～0.1mを 測 る。埋土 は灰褐色系の砂質 土が主体 をな し、土師器 、初期須恵器、須恵器、須恵器系

土師器、瓦器な どが出土 してい る。

(5)不 明遺構[SX]

SX-A101B7、C4～7区 で検 出 し、不 定形 で規模 は最大長約15.Om、 最大幅約8.8m、 深

さ約0.22mを 測 る。埋土 は淡灰褐色 ～緑灰色砂 質土で、弥生 土器、 土師器、初期須恵器 、須恵器 、

瓦器、陶器、磁器 、瓦、サヌカイ ト片、北宋銭(元 祐通宝)な どが出土 している。

SX-B101SX-A101と 連な るもので ある。B1～4、C1～4区 で検 出 し、不定形で規模

は最大長約15.3m、 最大幅約4.5m、 深 さ約0.3mを 測 る。埋土は灰褐色系の砂質土で、弥生土器 、

土師器 、須恵器、須恵器系土師器 、韓式系土器 、瓦器、瓦質土器、 白磁、陶磁器、瓦、サヌカイ ト片

な どが出土 してい る。

2.第2遺 構面

(1)溝[SD]

SD-A201A～C7区 で検 出 し、幅約1.5m、 深 さ約0.14mを 測 る。埋 土は暗灰緑色微砂混 暗

赤褐色粗砂 で、遺物は出土 していないが、根石 と考え られ るものが出土 してい る。

SD-A202B7～C7区 で検 出 し、幅約0.75m、 深 さ約0.28mを 測 る。埋土は暗灰褐色粘質土、

暗灰 色砂礫混粘質土で、弥生土器、土師器 、須恵器 な どが出土 している。

SD-A203A～C6区 で検 出 し、幅約0.65m、 深 さ約0.12mを 測 る。埋土 は暗茶褐色土で、弥

生土器 、土師器、須恵器 な どが出土 してい る。

SD-A204B6区 で検 出 し、幅約0.25m、 深 さ約0.07mを 測 る。埋 土は暗茶褐 色土で、弥生土
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器 が出土 してい る。

SD-A205C5区 で検 出 し、幅約0.15m、 深 さ約0.04mを 測 る。埋土は黒褐色粘質土で、土師

器 が出土 してい る。

SD-A206C5区 で検 出 し、幅約0.2m、 深 さ約0.04mを 測 る。埋 土は黒灰色粘質 土で、遺物

は出土 していない。

SD-A207C4～5区 で検 出 し、幅約0.5m、 深 さ約0.08mを 測 る。埋土 は黄灰色粘質土混暗

灰褐色粘質土で、土師器な どが出土 してい る。

SD-A208A4～5、B5～6区 で検 出 し、幅約0.2m、 深 さ約0.09mを 測 る。埋 土は黒褐色

粘質土 で、土師器 、製塩土器 な どが出土 してい る。

SD-B201A4～B4区 で検 出 し、幅約0.18m、 深 さ約0.07mを 測 る。埋 土は暗灰 黒色土で、

土師器、製塩 土器 な どが出土 してい る。

SD-B202B4区 で検 出 し、幅約0.2m、 深 さ約0.08mを 測 る。埋 土は暗灰黒色 土で、遺物 は

出土 していない。

SD-B203A4、B3～4、C3区 で検 出 し、幅約0.25m、 深 さ約0.07mを 測 る。埋 土は暗灰

黒色土で、土師器 、初期須恵器・、須恵器 などが出土 している。

SD-B204A3～4、B3、C3区 で検出 し、幅約0.2m、 深 さ約0.12mを 測 る。埋土 は暗灰

黒色土で、土師器、須恵器 な どが出土 してい る。

SD-B205B3～4、C3区 で検 出 し、幅約0.25m、 深 さ約0.07mを 測 る。埋 土は暗灰黒色土で、

土師器が 出土 してい る。

SD-B206B4～C4区 で検 出 し、幅約0.25m、 深 さ約0.06mを 測 る。埋 土は暗灰 黒色土で、

土師器が 出土 してい る。

SD-B207C4区 で検 出 し、幅約0.2m、 深 さ約0.06mを 測 る。埋 土は暗灰黒色 土で、遺物 は

出土 していない。

SD-B208C4区 で検 出 し、幅約0.33m、 深 さ約0.12mを 測 る。埋土は暗灰 黒色土で、土師器 、

須恵器 な どが出土 している。

SD-B209C4区 で検 出 し、幅約0.15m、 深 さ約0.05mを 測 る。埋土は暗灰黒色土で、土師器

が出土 している。

(2)土 坑[SK]

SK-A201B7区 で検 出 し、楕 円形で長径約1、 短径約0.38m、 深 さ約0.16mを 測 る。埋

土 は暗茶褐色粘質土で、遺物 は出土 していない。

SK-A202B6～7区 で検出 し、楕 円形で長径約1.55m、 短径約0.55m、 深 さ約0.08mを 測 る。

埋土は暗黄色混暗灰 黒色 土で、土師器が出土 してい る。

SK-A203C6区 で検 出 し、楕 円形で長径約1.05m、 短径約0.5m、 深 さ約0.25mを 測 る。埋

土 は黒褐色粘質土、暗灰色砂混粘質土で、土師器が出土 してい る。

SK-A204C6区 で検 出 し、不定形で規模 は最大長約1.4m、 最大幅約0.85m、 深 さ約0.08m

を測 る。埋土は黒褐 色砂礫混粘質土で、弥生 土器 、土師器 などが出土 している。

SK-A205C6区 で検 出 し、 円形 で径約0.45m、 深 さ約0.28mを 測 る。埋 土は灰黄色砂 質土混

暗茶 渇色粘質 土、黒褐色粘質土で、弥生土器 、土師器 、須恵器 な どが 出土 してい る。
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SK-A206C6区 で検 出 し、楕 円形 で長径約!、 短径約0.5m、 深 さ約0.21mを 測 る。埋

土は黒褐色粘質土で、土師器 、須恵器な どが出土 してい る。

SK-A207C6区 で検 出 し、不 定形 で規模 は最 大長約1.25m、 最大 幅約0.95m、 深 さ約0.34

mを 測 る。埋 土は黒褐色砂礫混粘質土で、弥生土器、土師器、製塩 土器 な どが出土 してい る。

SK-A208B6、C5～6区 で検 出 し、楕 円形 で規模 は長径約1.9m、 短径約1.3m、 深 さ約

0.22mを 測 る。埋土 は黒褐色粘質土で、土師器 、須恵器、製塩土器 な どが出土 してい る。

SK-A209B6～C6区 で検 出 し、不 定形 で規模 は最大長約1.3m、 最大幅約0.55m、 深 さ約

0.06mを 測 る。埋土 は黒褐色粘質土で、土師器 、須恵器な どが出土 してい る。

SK-A210B6～C6区 で検出 し、楕 円形で規模 は長径約0.6m、 短径約0.3m、 深 さ約O.lm

を測る。埋土は黒褐色粘質土で、土師器、須恵器 な どが出土 している。

SK-A211B6区 で検 出 し、やや楕 円形 で規模 は長径約0.6m、 短径約0.5m、 深 さ約0.16m

を測 る。埋土は黒灰色粘 質土で、土師器、須恵器 な どが 出土 している。

SK-A212B6区 で検 出 し、やや楕 円形 で規模 は長径約0.8m、 短径約0.35m、 深 さ約0.2m

を測 る。埋土は黒灰色粘 質土で、土師器、須恵器 、製塩土器 な どが出土 している。

SK-A213B6区 で検 出 し、円形で規模 は径約0.65m、 深 さ約0.04mを 測 る。埋 土は黒褐色土で、

土師器 、須恵器 な どが出土 してい る。

SK-A214B5～6区 で検 出 し、不 定形 で規模 は最大長約5.7m、 最 大幅約2.85m、 深 さ約

0.04mを 測 る。埋土は黄褐色土混暗茶褐色土で、土師器 、初期須恵器 、須恵器 、韓式系土器 な どが出

土 している。

SK-A215B6区 で検 出 し、不 定形 で規模 は最大長約0.8m、 最大幅約0.65m、 深 さ約0.1m

を測 る。埋土 は黄灰色土混暗灰褐色土で、遺物は出土 していない。

SK-A216B5区 で検出 し、楕 円形で規模 は長径約1.05m、 短径約0.4m、 深 さ約0.22mを 測 る。

埋 土は暗灰褐色土で、土師器 、初期須 恵器、須恵器 、土玉などが出土 している。

SK-A217B5区 で検 出 し、不定形 で規模 は最大長約1.Om、 最大幅約0.65m、 深 さ約0.13m

を測 る。埋 土は黄色粗砂混黒褐色土で、遺物 は出土 していない。

SK-A218B5～6区 で検 出 し、不 定形で規模 は最 大長約0.9m、 最大 幅約0.65m、 深 さ約

0.36mを 測 る。埋土は暗茶褐色土、暗灰褐 色粘質 土で、土師器、須恵器な どが出土 している。

SK-A219C5区 で検 出 し、やや楕 円形 で規模 は長径約1.Om、 短径約0.9m、 深 さ約0.29m

を測 る。埋土は黒褐色粘質 土で、土師器、須恵器 な どが出土 している。

SK-A220C5区 で検 出 し、楕 円形 で規模 は長径約0.6m、 短径 約0.25m、 深 さ約0.13mを 測る。

埋土は暗茶褐 色土で、遺物 は出土 していない。

SK-A221B5区 で検 出 し、楕 円形 で規模 は長径 約0.53m、 短径約0.4m、 深 さ約0.36mを 測 る。

埋土は暗茶褐色粘質土、暗灰色砂混粘 土で、土師器 、初期須恵器、須恵器 な どが出土 してい る。

SK-A222C4区 で検 出 したが撹乱 に切 られている。形態 は不定形で規模 は最大長約1.1m、 最

大幅約0.15m、 深 さ約0.09mを 測 る。埋 土は黒褐色粘質土で、土師器 、須恵器な どが出土 してい る。

SK-A223C4区 で検 出 し、楕 円形で規模 は長径約0.7m、 短径約0.4m、 深 さ約0.08mを 測 る。

埋土は暗茶褐色粘質 土で、遺物 は出土 してい ない。

SK-A224C5区 で検出 し、楕 円形で規模 は長径 約0.3m、 短径約0.15m、 深 さ約0.05mを 測 る。
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埋土は黒褐色土で、遺物は出土 していない。

SK-A226C4区 で検 出 し、楕 円形で規模 は長径約0.65m、 短径約0.25m、 深 さ約0.08mを 測 る。

埋土は茶褐色土で、土師器 が出土 している。

SK-A227B4区 で検 出 し、楕 円形で規模 は長径約0.65m、 短径約0.55m、 深 さ約0.14mを 測 る。

埋土は黒褐色粘質 土で、土師器、須恵器 などが出土 している。

SK-A228B5区 で検 出 し、楕 円形 で規模は長径約0.6m、 短径 約0.4m、 深 さ約0.1mを 測 る。

埋土は黒褐色粘質土で、遺物 は出土 していない。

SK-A229B5区 で検 出 し、楕 円形で規模 は長径約0.55m、 短径約0.23m、 深 さ約0.03mを 測 る。

埋土は暗灰色砂質土で、土師器 、須恵器な どが出土 している。

SK-A230B4～5区 で検 出 し、楕 円形 で規模 は長径約0.65m、 短径 約0.5m、 深 さ約0.06m

を測 る。埋土は暗灰褐色土で、遺物 は出土 してい ない。

SK-A231B4区 で検 出 し、楕 円形で規模 は長径約1.2m、 短径約0.4m、 深 さ約0.05mを 測 る。

埋土は黒褐色粘質土で、須恵器 が出土 してい る。

SK-A232A4～B4区 で検 出 し、不定形で規模 は最 大長約0。8m、 最 大幅約0.51n、 深 さ約

0.08mを 測 る。埋 土は暗茶褐色土で、遺物は出土 していない。

SK-A233B5区 で検 出 し、楕 円形で規模 は長径約0.75m、 短径約0.5m、 深 さ約0.3mを 測 る。

埋土は暗茶褐色粘質土、暗灰緑色粘質土で、土師器 が出土 している。

SK-A234B5区 で検 出 し、楕 円形で規模 は長径約0.8m、 短径約0.45m、 深 さ約0.15mを 測 る。

埋土は暗灰褐色礫混粘質 土で、土師器が出土 してい る。

SK-A235B5区 で検 出 し、楕 円形で規模 は長径約0.9m、 短径約0.5m、 深 さ約0.08mを 測 る。

埋土は暗茶褐色粘質土で、遺物 は出土 していない。

SK-A236B5区 で検出 し、ほぼ円形 で規模 は径約0.5m、 深 さ約0.2mを 測 る。埋土 は暗灰 褐

色粘質土、黒灰色砂混粘質土で、土師器 、須恵器 な どが 出土 してい る。

SK-B201A3区 で検出 し、側溝 に切 られているため形態 は不明であるが、規模 は最大長約1.Om、

最大幅約0.55m、 深 さ約0.31mを 測 る。埋土 は暗茶褐色 土、黒灰 色礫混 土で、土師器 、須恵器 など

が出土 してい る。

SK-B202A3区 で検出 し、側溝 に切 られているため形態 は不 明であるが、規模 は最大長約1.Om、

最大幅約0.55m、 深 さ約0.31mを 測 る。埋 土は暗茶褐色土、黒灰色礫混土で、土師器 が出土 している。

SK-B203A4区 で検出 し、側溝に切 られているた め形態 は不明であるが、規模 は最大長約2.05

m、 最 大幅約1.75m、 深 さ約0.42mを 測 る。埋土は黒褐色土、黄褐色 土混暗灰 色粘質土、暗灰 黒色

粘土で、弥生土器 、土師器、須恵器 、韓式 系土器 、紡錘車な どが出土 してい る。

SK-B204A4～B4区 で検 出 し、側溝 に切 られているた め形態は不 明であるが、規模 は最大長

約2.45m、 最 大幅約0.53m、 深 さ約0.16mを 測 る。 埋土は にぶい灰褐色 土で、弥生 土器 、土 師器

などが出土 してい る。

SK-B205B4区 で検出 し、隅丸方形で規模 は長径 約2.2m、 短径約0.7m、 深 さ約0.08mを 測 る。

埋土は暗灰色土で、土師器、須 恵器、製塩 土器 のほか、土師器高杯 の杯身2個 体分が並列す るよ うに

出土お り、特異な状況 を示 している。

SK-B206B4区 で検出 し、側溝 に切 られているため形態 は不明であるが、規模 は最大長約0.75
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m、 最大幅約0.28m、 深 さ約0.12mを 測 る。埋 土は暗灰 黒色粘質土で、弥生土器が出土 してい る。

SK-B207B4区 で検 出 し、隅丸方形 で規模 は長径 約1.15m、 短径約0.55m、 深 さ約0.1mを 測 る。

埋土は暗灰色粘質 土で、土師器、須恵器、須恵器 系土師器、韓式系土器 な どが出土 している。

SK-B208B4区 で検 出 し、側溝 に切 られ ているた め形態 は不明であるが、規模 は最大長約0.85

m、 最 大幅約0.45m、 深 さ約0.12mを 測 る。 埋土は暗灰褐色粘質土で、土師器、須恵器 な ど出土 し

てい る。

SK-6209B3～4区 で検 出 し、楕 円形 で規模 は長径 約1.33m、 短径約0.75m、 深 さ約0.14

mを 測 る。埋土は暗灰色礫混土で、土師器 、須恵器 な どが出土 してい る。

SK-B210C4区 で検 出 し、不定形 で規模 は最大長約0.7m、 最大幅約0.25m、 深 さ約0.28m

を測 る。埋土 は黄褐色土混暗灰黒色粘質 土で、土師器 が出土 してい る。

SK-B211C4区 で検出 し、側溝 に切 られているため形態は不明であるが、規模 は最大長約0.95

m、最 大幅約1:、 深 さ約0.14mを 測 る。埋土 は暗褐灰色 土で、弥生土器 、土師器 な どが出土 しているa

SK-B212C4区 で検出 し、楕 円形で規模 は長径約1.Om、 短径約0.65m、 深 さ約0.24mを 測 る。

埋 土は暗黄褐色混暗褐灰色土、暗灰 黒色粘質土で、土師器が出土 してい る。

SK-B213C3区 で検出 し、楕 円形で規模 は長径約0.65m、 短径約0.4m、 深 さ約0.221nを 測 る。

埋 土は暗褐灰色で、土師器、須恵器な どが出土 してい る。

SK-B214B3区 で検出 し、楕 円形で規模 は長径約0.75m、 短径約0.35m、 深 さ約0.18mを 測 る。

埋土は暗灰褐色土、黒灰色粘質 土で、遺物 は出土 していない。

SK-B215B3区 で検出 し、不定形で規模 は最大長約1.5m、 最大幅約0.75m、 深 さ約0.4m

を測 る。埋 土は暗灰褐色土、黄褐色 土混灰色 土、灰黒色粘質土で、弥生土器、土師器 、初期須恵器、

須恵器 な どが出土 している。

SK-B216B3区 で検 出し、楕 円形で規模 は長径約0.75m、 短径約0.55m、 深 さ約0.18mを 測 る。

埋土は暗茶褐 色粘質土で、須恵器 が出土 してい る。

SK-B217B3区 で検 出 し、楕 円形で規模 は長径約0.6m、 短径約0.35m、 深 さ約O.lmを 測 る。

埋土は暗灰色土で、遺物は出土 していない。

SK-B218B3区 で検 出 し、楕 円形 で規模 は長径約0.75m、 短径約0.55m、 深 さ約0.3mを 測 る。

埋土は黒褐色土、黒灰色粘質土で、土師器 、須恵器、製塩 土器 が出土 してい る。SB-B101を 構

成 していた可能性 も考 え られ る。

SK-B219B3区 で検 出 し、不定形 で規模 は最大長約0.6m、 最大幅約0.55m、 深 さ約0.22m

を測 る。埋土 は暗灰色土、暗灰黒色粘 質土で、土師器 、須恵器 な どが出土 している。

SK-B220B3区 で検出 し、楕 円形で規模 は長径約0.65m、 短径約 α48m、 深 さ約0.2mを 測 る。

埋土は暗褐灰色土で、土師器 、初期須恵器 な どが出土 してい る。

SK-B221C2～3区 で検 出 し、楕 円形 で規模 は長径約0.8m、 短径約0.45m、 深 さ約0.18m

を測 る。埋 土は暗灰 黒色土で、土師器 、須恵器 な どが出土 している。

SK-B222C3区 で検 出し、側溝 に切 られてい るた め形態 は不明であるが、規模 は最大長約0.6m、

最大幅約0.65m、 深 さ約0.lmを 測 る。埋土は暗褐灰 色土で、土師器、須恵器 な どが出土 してい る。

SK-B223C2～3区 で検 出 し、楕 円形で規模 は長径約0.85m、 短径約0.6m、 深 さ約0.26m

を測 る。埋土は暗褐灰色土、暗褐灰色粘質土で、弥生土器 、土師器 、須恵器 な どが出土 している。
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SK-B224B2区 で検 出 し、楕 円形で規模 は長径約0.9m、 短径約0.6m、 深 さ約0.18mを 測 る。

埋土は暗褐灰色土で、土師器が 出土 している。

SK-B225B2区 で検 出 し、楕 円形で規模 は長径 約0.6m、 短径約0.4m、 深 さ約0.16mを 測 る。

埋土は暗褐灰色土で、土師器が出土 している。

SK-B226B2区 で検 出 し、楕円形で規模 は長径約0.95m、 短径 約0.5m、 深 さ約0.46mを 測 る。

埋土は黒褐色土、暗灰青色土で、弥生土器 が出土 している。

SK-B227B2区 で検 出 し、楕 円形で規模は長径約0.85m、 短径 約0.65m、 深 さ約0.15mを 測 る。

埋土は暗茶褐色土で、土師器が出土 している。

SK-B228B2～C2区 で検 出 し、楕 円形 で規模 は長径約0.8m、 短径約0.5m、 深 さ約0.14

mを 測 る。埋土は暗灰色礫混土で、土師器 が出土 してい る。

(3)ピ ッ ト[SP]

A区 で143基 、B区 で152基 、合計295基 の ピッ トを検 出 した。形 態は円～楕 円形 を呈 し、規模 は径

約0.2～0.4m、 深 さ約0.2～0.4mが 主体 をなす。埋 土は暗茶褐色～黒褐色土が主体 をな し、弥生土器 、

土師器 、初期須恵器 、須恵器 、製塩土器 、サヌカイ ト片な どが出土 している。

(4)土 器溜 り[SI]

S互 一A201C5区 で検出 し、土師器長胴 甕一個体分に復元で きるものである。

(5)掘 立柱建物[SBコ

SB-B201C4～5区 にかけて位置す る。規模 は桁行2問(3.3m)、 梁行(3.Om)、 面積 は約

9.9㎡ の総柱 の建物 である。柱穴は楕 円～ 円形 を呈 し、径約0.35～0.4m、 深 さ約0.21～0.09mを 測 る。

主軸方 向はN-2°-Eで ある。土師器、初期須恵器、須恵器 などが出土 してい る。

SB-B202C4～5区 にかけて位置す る。規模 は桁行2間(3.2m)、 梁行1間(2.Om)、 面積

は約6.4㎡ であるが、SB-B201同 様 、調査 区外の北側 に広が り総柱 の建物 になる可能性が高い

もの と思われ る。柱穴は楕 円～円形を呈 し、径約0.55～0.75m、 深 さ約0.33～0.4mを 測 る。主軸

方向はN-89°-Wで ある。土師器 、須恵器 な どが出土 してい る。
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第30図A区 第1遺 構 面 ・各溝(SD)断 面 図(S=1/40)

第31図 B区 第1遺 構 面 ・各溝(SD)断 面 図(S=1/40)

SD-A201 T.P.

+8.6皿

1

嬲 〆

1暗 灰緑色微砂混 じり

暗赤褐色粗砂(か たく しまってい る)

SD-A202T'P'
+8.5m

SD-A203

畷
1暗 茶褐色土

T.P.
+8.7m

SD‐A205r.a.

_1+8.5m

l黒 褐 色粘 質 土

SD-A207

耀
1黄 灰色粘質土混じり
暗灰褐色粘質土

2

T.P.
+8.4m

1

O
I

1暗 灰褐色粘質土
2暗 灰色砂礫混じり粘質土

SD-A204T .P.

+8.7m

Ψ
1暗 茶褐色土

SD-A206T.P.
+8 .5m1一

1黒 灰 色 粘 質 土

T.P.

SD-A208+g.gm

霤
1黒 褐色粘質土

m1
O
I

「

50cm
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第34図SD-A207

平 ・断 ・遺物 出土 状 況 図(S=1/30)

第35図SK-A204
平 ・断 ・遺 物 出土 状況 図(S=1/30)

A

E
QD

.09
+

.」

.』
魑

A'

Y=-32.512

哨
剖
攣
誕

一

ラ

A <;
騨鑼鑼覊

　
0
1

パ+8.7m

50cm

彡

%=-141.8531

0 T.P.処

+8.6m一
O
r

孕

第36図SK-A213

平 ・断 ・遺 物 出 土状 況 図(S=1/20)

第37図SK-A214

平 ・遺物 出土 状況 図(S=1/30)
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第38図 A区 第2遺 構 面 ・各 土 坑(SK)

平 ・断 面 図(S=1/60)
第39図A区SI-A201遺 物 出 土

状 況 図(S=1/20)

第40図SK-B204平 ・断 ・遺 物 出 土 状 況 図(S=1/20)

第41図SK-B205平 ・断 ・遺 物 出土 状 況 図(S=1/20)
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第42図SK-B207

平 ・断 ・遺 物 出 土 状 況 図(S=1/20)
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第43図B区 第2遺 構 面 ・各 土 坑(SK)平 ・断 面 図(S=1/40)
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第45図 A区 第1遺 構 面各遺構 出土遺物実測図(S=1/4)

第46図 B区 第1遺 構面各遺構出土遺物実測図(S=1/4)
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第47図 A区 第2遺 構面各遺構 出土遺物実測図(S=1/4)
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第48図A・B区 第2遺 構 面 各遺 構 出 土遺 物 実 測 図(1)(S=1/4)
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第49図A・B区 第2遺 構 面各 遺 構 出土 遺 物 実 測 図(2)・ 包 含層 出土遺 物 実 測 図(1)(S=1/4)
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第50図A・B区 包 含 層 出 土 遺 物 実 測 図(2)(S=1/4)
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第51図A・B区 包 含層 出土遺 物 実 測 図(3)(S=1/4)
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第52図A・B区 包 含 層 出 土遺 物 実 測 図(4)・ そ の 他 出土 遺 物 実測 図(Sニ1/4)
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第5章 まとめ

今回の北条西遺跡における2地 点の調査 〔HJN94-1調 査、HJN96-1調 査〕において、

94-1調 査は東高野街道か ら西方約100m、 谷 田川右岸の北側および権現川から南東約350mに 所在

し、96-1調 査は新東高野街道 とも呼ばれている府道170号 線(旧 大阪外環状線・)の西側沿いに所在 し、

双方 とも緩扇状地の標高約8.Om付 近に立地する地理的環境のなか、弥生時代か ら奈良時代にかけての

集落跡を確認することができた。特に古墳時代の集落跡はこの地域における特徴的な様相を示すもので

あった。96-1調 査は94-1調 査から北東約60mに 位置するもので一連の集落跡 と捉えられるも

のである。以下、両調査成果について時代別にまとめる。

1.縄 文時代

94-1調 査では前期 と考えられる土器片、96-1調 査では凹線文を施す後期土器片や 口縁端部に

刻 目を施す晩期土器片および打製石鍬と考えられる石製品などが出土している。双方とも包含層等から

の出土であるが、あまり摩耗を受けていない状態であった。

市域におけるこの時代の様相としては、明確な集落跡は確認されていないものの市域北部の権現川流

域周辺、および南部の鍋 田川流域周辺の遺跡から土器がまとまって出土する傾向がうかがえ、鍋田川下

流域の中垣内遺跡で中期の土坑と推定される遺構が唯一確認されているものの、両河川上流域に集落跡

の存在が想定されている。今回の出土についても権現川流域周辺の状況における出土と考えられ、96

-1調 査で出土した凹線文を施 した土器片 と同型式のものが北新町遺跡から出土 していることもそれを

示唆するものであろう。

市域では草創期から晩期にかけての遺物が確認 されてはいるものの、その実態についてはほとんど明

らかにされていない状況であり、その解明は今後の大きな課題と言える。

2.弥 生時代

94-1調 査では中期 の土坑、ピッ ト、96-1調 査においても中期の溝、土坑、 ピッ トを検出

し、中期の集落跡を確認 した。注 目すべき遺構 としては、94-1調 査でのSK-B302、SK-B

301が あり、SK-B302で は中期の甕一個体が何 らかの性格を有する状況をうかがわせ、また、

SK-B301で は底部に柱材らしき木材が確認 されているが、通常の柱穴とは考えにくく、周辺地域

において事例を確認することはできなかったが、動物を捕獲する落し穴的性格の可能性を推測させる特

異な状況を示す ものであり、今後の類例の増加 を待ちたい。

今回の調査では、94-1調 査に比べ96-1調 査の遺構、遺物が質、量ともに希薄になっていく状

況であることか ら、谷 田川をはさんで南方に集落が広がるものと考えられる。今回の調査地か ら南西約

300mで の調査では前期の集落跡が確認 されており、その集落 との関連性が注目される。

この時代の拠点集落の分布状況については、ほぼ5㎞ 程度の間隔が想定できるとされてお り、周辺

の拠点集落としては市域南部の中垣内遺跡、その北方約4㎞ に四條畷市雁屋遺跡が所在 している。今回

の集落はその両遺跡のほぼ中間地点に所在 し、いわゆる中間集落 とされ るものである。拠点集落間にお

ける集落の性格をどのように捉えるかは今後の課題ではあるが、当時の河内湖東岸における集落間構造、

さらに弥生社会構造を考える上で貴重な知見を得ることができたと言える。

3.古 墳時代

94-1調 査では中期後半から後期にかけての溝、土坑、ピッ ト、96-1調 査においても同時期の溝、
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土坑、および多数のピットを検出し、2棟 の掘立柱建物を確認することができたが、幾重にも建替えら

れた状況が示す ものであった。両調査の遺構の密度からみて集落は北方に広がるものと考えられ、今回

の弥生集落 とは対照的な状況である。特に、出土遺物では初期須恵器、韓式系土器、須恵器を模倣 した

土師器などの出土から、渡来系集団との密接な関わりをもつ集落であったことが認められる。

注目すべき遺構 として、94-1調 査では井戸と考えられるSK-A204か ら完形品を多く含む須

恵器、土師器などのほか、韓式系土器や須恵器を模倣 した土師器などが出土してお り先述 した渡来系集

団との関連性を強くうかがわせるものであるが、大量の桃核も出土するなど、井戸祭祀が行われていた

状況を示 している。また、96-1調 査ではSK-B205、SD-B207の 土坑、溝が挙げられ、

SK-B205で はほぼ隅丸長方形の平面プランの一端に同形態の土師器高杯の杯部のみを逆さにして

意図的に並べるもので、土坑墓を想定させるものである。またSD-B207で は遺構形成面での検出

が困難であったため、本来の遺構の掘 り方を示 している状況ではないが、須恵器の杯身 とそれを模倣 し

たと思われる土師質の杯身がほぼ50cmの 間隔で出土 し、それか ら70cm離 れた地点において須恵器遽 と

杯身同様にそれを模 したと思われる土師質の腿が約60cmの 間隔で出土す るとい う特異な状況を示 して

いる。何 らかの意味を有 していたと考えるほうが妥当と思われるが、その性格については明らかにでき

ない。須恵器 を模倣 した土師器の出土は近辺に須恵器窯跡の存在を想定させるものと考えられてお り、

その製作過程において渡来系集団の須恵器工人 と在地系集団の土師器工人 との関係が推測 されている。

そのような状況下、土器製作における何 らかの協同作業の結果がこのような出土状況をもたらしたので

あろうか。

また、出土遺物では先述のとお り、初期須恵器、韓式系土器、特に須恵器 を模倣 した土師器が比較的

まとまって出土 してお り、この集落の特徴の実態を最も示すものである。

初期須恵器 については、吹田32号 窯の発見以降、陶邑窯 とは系譜が異なる初期須恵器の存在が言わ

れて久 しいが、近年では上町台地でTK73型 式相当の窯跡2基 が検出されてお り、北河内地域におい

ても、従来からその存在が指摘され、近年の調査成果の増大により、枚方市茄子作窯はもちろん、交野

市上の山遺跡においても初期須恵器窯の存在が推定 されている。

市域の堂山1号 墳か らは陶邑窯 とは系譜が異なる初期須恵器が出土してお り、北新町遺跡では組紐文

を有する器台杯部片、口縁部に突帯一条を有する壺、またメノコ遺跡では内部に雑な線刻を有する鋸歯

文を施 した器台な どがみられ、さらに土製の無文当て具が出土 している。今回の調査においても両調査

において須恵器の溶着 したものなどが出土 してお り、この地域周辺に初期須恵器窯の存在する可能性は

極めて高いものである。

また、韓式系土器については両調査において出土 しているが、96-1調 査では鳥足文タタキを施 し

た硬質の韓式系土器が出土している。鳥足文タタキを有 した土器片は南方約1㎞ に所在するメノコ遺

跡でも出土してお り、また単線横走集線文タタキも共に出土 している。単線横走集線文タタキの系譜は

明 らかでないが、鳥足文タタキは朝鮮半島の百済地域に求められるものであ り、渡来系集団の出自を示

唆するものである。また、今回の調査では出土しなかったものの、メノコ遺跡からは瓶形土器、黒色研

磨土器なども出土している。

さらに特筆すべきものとして須恵器 を模倣 した土師器の出土が挙げられるが、須恵器的要素を持つ土

師器で、模倣須恵器、似非土師須恵器、擬土師須恵器、土師質焼成須恵器などと呼ばれているものである。

近年、大規模な調査が行われた四條畷市蔀屋北遺跡においても多数出土 しており、その検討過程 にお
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いて 「須恵器系土器」 と呼称 し、その定義 として 「須恵器の製作技法の影響を受けたが、酸化炎焼成で

仕上げられている土器を呼称する。」としてお り、さらに 「初期須恵器が韓式系土器(硬 質)で あるか ら、

須恵器系土器も韓式系土器の影響を受けて成立した土器の一種 となる。須恵器を模倣 したような形態の

ものから、須恵器系土器独 自の形態を持つものまで存在す る。いわゆる生焼け須恵器ではない。当遺跡

においては古墳時代中期後半から後期にかけて継続 して出土が認められることから、土器の種類 とし須

恵器系土器 と呼称することにした。」としている。調査面積の違いもあ り出土量に大きな差異あるものの、

今回の調査において出土 したその土器の様相については蔀屋北遺跡 とほぼ同様の状況を示している。

そのような中、注目すべきものに佐賀県浦田遺跡、佐賀県城山1号 墳、熊本市竜 田陣内遺跡および福

岡県権現塚南遺跡など九州北部から西南部地域を中心に確認 される模倣杯と呼ばれている形態 と類似す

るものが出土 していることである。

今回の調査地周辺の同様な遺跡においても確認することができず、どのような背景において伝播され

たものであるのか、その評価については今後の出土事例の増加を待ちたい。

4.飛 鳥 ・奈良時代

94-1調 査では溝、土坑、ピッ トなどを検出したが、96-1調 査においては遺物の出土は認めら

れるものの、特定できる遺構は確認できなかったことか ら、両調査地の問に集落の北限のあることが認

められる。

市域における当該期の集落跡については、市域南部の寺川遺跡、元粉遺跡、また北部の北新町遺跡な

ど、主に権現川、鍋田川流域周辺 を中心に集落が営まれてきた状況を示 していたが、今回の集落跡は北

新町遺跡か ら南南東に約1㎞ 、寺川遺跡から北北西に約1.5㎞ に所在 し、両遺跡間のほぼ中間に形成 さ

れた集落 として認められるものである。北新町遺跡では人面墨書土器の出土、また寺川遺跡では 「白麻

呂」と墨書された土器の出土など、通常の集落跡 と異なるものであり、その両遺跡問での今回の集落跡

の性格については、今後の調査に求められる。

5.中 世

94-1調 査では溝、土坑、ピッ ト、96-1調 査では溝、土坑、投状を呈する遺構を検出した。

溝にっいてはほぼ東西南北に走 り、形態、規模からいわゆる鋤溝であり、奈良時代集落の廃絶後、周

辺一帯は耕作地であったことが うかがわれる。

94-1調 査のSD-B102は ほぼ東西に走 る大溝で、断面もほぼ長方形を呈するものであるが、

その性格にっいては何 らかの区画的要素も考えられるが、周辺の状況から耕作地帯に伴 う水路と捉える

のが妥当であると思われる。また、96-1調 査の段状遺構については、南西方向に向かって認められ

ることから、西方に傾斜 してい く地形的環境を反映したものであろう。

市域における中世の集落跡 としては、北新町遺跡、御領遺跡があるが、両遺跡はそれぞれ近世で深野

池と呼ばれた池のそれぞれ東岸 と西岸に位置しているもので、東高野街道が縦貫する飯盛 山西麓沿いに

おける集落跡の実態は明らかにされていない。先述 したSD-B102の 規模からすると舟での往来は

十分可能 と推定されるものであり、調査地の東側には集落の存在する可能性が想定できる。

以上、今回の調査成果について時代別に概観 してきたが、特に古墳時代の集落跡については渡来系集

団の存在を顕著に示すものであり、古墳時代中～後期におけるこの地域特有の実態を解明するうえで大

きな成果 を得ることができたものである。
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当時の河内湖東岸に位置する市域の状況としては、鍋田川遺跡、メノコ遺跡、北新町遺跡など古墳時

代中期の遺構が確認できる遺跡では量的差異はあるものの同様の状況を示 している。また周辺地域にお

いても寝屋川市域の楠遺跡、讃良郡条里遺跡、長保寺遺跡、四條畷市域の奈良井遺跡、中野遺跡、蔀屋

北遺跡などが挙げられ、特に蔀屋北遺跡では、大壁建物や竈に使用 されたU字 形板状土製品が出土する

など渡来人の大集落 と考えられてお り、また馬具や馬を埋葬 した土坑が検出されたことから、馬飼を専

門とする集落と考えられ、その周辺には牧が広がっていたと考えられている。これらの地域周辺におけ

る古墳時代の集落ではほぼ製塩土器が出土していることもそれを物語っている。大東市域の古墳時代の

遺跡においても同様に製塩土器が出土す ることから、これらの渡来系集団と深 く関わ りをもつ地域であ

ったことが考えられる。

近年、古墳時代中期の社会構造を考えるうえで、渡来系集団に関する検討が盛んになってきている。

古墳時代中期以降、朝鮮半島南部の百済、伽耶地域から多くの人々が渡来し、畿内においては渡来人の

影響を受けた多くの集落跡が確認されているが、特に河内湖周辺はその地理的環境 において顕著にその

状況を示 しており、その周辺それぞれの地域において遺跡群を設定 しその実態についての様々な検討が

行われている。

河内湖東岸周辺では、市域北部の権現 川を境に、その北側の蔀屋北遺跡を中心に北岸の寝屋川市南部

の楠遺跡までの遺跡郡、また市域南部の鍋田川より南側では東大阪市西ノ辻遺跡、鬼虎川遺跡などを中

心 とした遺跡郡の設定がなされている。その間の権現川から鍋田川に挟まれた地域は折 しも市域の南北

を占めるものであるが、この地域を現段階において仮に一っの遺跡群として捉え、今後、その詳細な検

討を行 うことは、この地域を含め河内湖周辺における渡来系集団の受容 と定着過程の様相をより一層解

明できるものと思われる。
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第1表HJN94-1・96-1調 査 出土遺物一覧表(1)

挿図
番号

器種 出土地点 法 量(CID) 色調 焼成 胎土 技法の特徴 備考

1
瓦器
皿

SD-B102
口 径:.;

器 高:2.0

外:灰N4/

内:灰N4/
良好 密

外 面:ヨ コナデ 、ユ ビ

オ サ エ

内 面:ヨ コナ デ 、 暗 文

2
土師器
皿

SD-B103
口径:12.0

器 高:3.0

外:浅 黄橙10YR8/3

内:浅 黄 橙10YR8/4

断:浅 黄橙10YR8/3

良好 密
外 面:ヨ コナ デ 、ナ デ

内 面:ヨ コナ デ 、ナ デ

3
土師器
甕

SD-B103
口径:28.0

器 高:7.9

外:褐 灰10YR6/1

内:褐 灰10YR6/1

断:褐 灰10YR6/1

良好
密
長石

外 面:ヨ コナ デ 、 ナ デ 、

ハ ケ メ

内 面:ヨ コナ デ 、 ナ デ 、

ハ ケ メ 、 ユ ビオ サ エ

4 須恵器
蓋

SD-B103
口径:15.2

器 高:1.9

外:灰 白10YR7/1

内:灰 白10YR7/1

断:灰 白10YR7/1

堅緻 密 外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

5
須恵器
杯

SD-B103
口径:17.3

器 高:3.5

外:灰 白10YR7/1

内:灰 白10YR7/1

断:灰 白10YR7/1

堅緻 密 外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

6
土師器
小型甕

SD-B103
口径:8.0

器 高:7.3

外:橙5YR7/6

内:橙5YR7/6

断:浅 黄 橙10YR8/3

良好 密
外面:ナ デ

内面:ナ デ

7
土師器
長胴甕

SP-B112
口径:18.8

器 高:19.8

外:浅 黄 橙7.5YR8/3

内:灰 白7.5YR8/2
良好

密
長石
石英

外 面:ヨ コナ デ 、 ナ デ 、

ハ ケ メ

内面:ヨ コ ナデ 、ナ デ 、

ユ ビオ サ エ

8
須恵器
杯

鋤 一B105
口径:14.2

器 高:3.8

外:灰 白10YR7/1

内:灰 白10YR7/1

断:灰 白10YR7/1

堅緻 密
外 面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

9
土師器
甑

SD-A101
口 径:26.2

器 高:20.6

外:浅 黄 橙10YR8/3

内:浅 黄橙10YR8/4

断:浅 黄橙10YR8/3

良好
密
長石
石英

外 面:ヨ コナデ 、ナ デ 、

ハ ケ メ

内 面:ヨ コナデ 、ナ デ 、

ハ ケ メ 、 ユ ビオ サ エ

10
須恵器
杯蓋

SD-A101
口 径:12.6

器 高:2.1

外:黄 灰2.5Y6/1

内:黄 灰2.5Y6/1
堅緻 密

外 面:回 転ナデ 、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

内面に自然釉付
着

11
須恵器
杯

SD-A101

口 径:9.2

器 高:3.8

底 径:4.8

外:灰N6/

内:灰N6/
堅緻 密

外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

12
須恵器
杯

SD-A101
口径:12.2

器 高:3.2

外:灰N5/

内:灰N6/
堅緻 密

外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

底外面 にヘ ラ記

号 あ り

13
土師器
甕

SK-A101
口径:14.3

器 高:9.0

外:灰 黄 褐10YR5/2

内:灰 黄 褐10YR5/2

断:灰 黄 褐10YR5/2

良好 密
長石

外 面:ヨ コナ デ 、 ナデ 、

ハ ケ メ

内 面:ヨ コナ デ 、 ナ デ 、

ハ ケ メ 、 ユ ビオ サエ

14
須恵器
杯蓋

SK-A101
口径:17。2

器 高:3.2

外:灰5Y6/1

内:灰5Y6/1
堅緻 密

外面:回 転ナデ、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

15
須恵器
杯身

SP-B210
口径:11.4

器 高:5.3

外:褐 灰10YR6/1

内:褐 灰10YR6/1
堅緻 密

外面:回 転ナデ、回転
ヘ ラケ ズ リ

内面:回 転ナデ

16
土師器
小型壷

SK-A204
口径:12.0

器 高:14.1

外:浅 黄 橙7.5YR8/4

内:浅 黄 橙7.5YR8/4

断:浅 黄 橙7.5YR8/4

良好
密
長石

外 面:ヨ コナ デ 、 ナ デ

内面:ヨ コナ デ 、 ケ ズ

リ、 ハ ケ メ

17
土師器
小型壺

SK-A204
口径:12.1

器 高:13。9

外:浅 黄橙7.5YR8/3

内:浅 黄橙7.5YR8/3
良好

密
長石
石英

外 面:ヨ コナ デ 、 ハ ケ

メ

内面:ヨ コナ デ 、 ユ ビ

オサ エ

is
土師器
小型壺

SK-A204
口 径:9.6

器 高:9.0

外:浅 黄橙7.5YR8/3

内:浅 黄橙7.5YR8/3
良好

密
長石
石英
雲母

外 面:ヨ コナ デ 、 ハ ケ

メ

内 面:ヨ コナ デ 、 ハ ケ

メ 、板 ナデ

内面に煤付着

19
土師器
小型壺

SK-A204
口 径:10.8

器 高:10.8

外:灰 白10YR8/1

内:灰 白10YR8/1

やや
不良

密
長石

外 面:ヨ コナ デ 、 ハ ケ

メ

内 面:ハ ケ メ 、ナ デ 、

ユ ビオ サ エ

外面 に黒班あ り

20
土師器
小型壺

SK-A204
口径:9.6

器 高:10.2

外:褐 灰10YR6/1

内:褐 灰10YR6/1
良好

密
長石

外 面:ヨ コナデ 、ハ ケ

メ

内 面:ヨ コナ デ 、ユ ビ

オ サ エ
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21
土師器
小型壺

SK-A204
口 径:10.0

器 高:11.6

外:灰 白10YR8/1

内:灰 白10YR8/1
良好

密
長石

外 面:ヨ コナ デ 、 ハ ケ

メ

内 面:ハ ケ メ、 ナ デ 、

ユ ビオ サ エ

22
土師器
甕

SK-A204
口 径:24.3

器 高:7.6

外:灰 黄 褐10YR5/2

内:灰 黄 褐10YR5/2

断:灰 黄 褐10YR5/2

良好
密
長石
石英

外 面:ヨ コナ デ 、 ハ ケ

メ

内 面:ハ ケ メ、 ナ デ

23
土師器
甕

SK-A204
口 径:20.8

器 高:8.8

外:に ぶ い黄 褐10YR5/4

内:灰 黄褐10YR5/2

断:灰 黄褐10YR5/2

良好
密
長石

外 面:ヨ コナ デ 、 ハ ケ

メ

内面:ハ ケ メ、 ナ デ

24

須恵器系
土師器
高杯

SK-A204

口 径:29.4

器 高:27.7

底 径:23.7

外:淡 橙5YR8/4

内:淡 橙5YR8/4
良好 密

外 面:ナ デ

内面:ナ デ 、 シボ リ目、

ユ ビオ サ エ

25

須恵器系
土師器
高杯

SK-A204

口径:28.0

器 高:23.7

底 径:16.6

外:淡 橙5YR8/4

内:淡 橙5YR8/4
良好 密

外面:ナ デ

内面:ナ デ、シボ リ目

26

須恵器系
土師器
高杯

SK-A204

口径:7.4

器 高:13.4

底 径:11.2

外:に ぶ い橙5YR7/4

内:灰 白10YR8/2
良好 密

外面:ナ デ

内面:ナ デ

27

須恵器系
土師器
高杯
(杯部)

SK-A204
口径:16.2

器 高:4.0

外:に ぶ い橙5YR7/4

内:に ぶ い橙5YR7/4

断:に ぶ い橙5YR7/4

良好 密
外面:ナ デ

内面:ナ デ

28

須恵器系
土師器
高杯
(杯部)

SK-A204
器 高:5.2

底 径:12.6

外:に ぶ い橙7.5YR7/3

内:に ぶ い 橙7.5YR7/3

断:に ぶ い 橙7.5YR7/3

良好 密
外面:ナ デ

内面:ナ デ

29

須恵器系
土師器
高杯
(脚部)

SK-A204
器 高:11.2

底 径:12.4

外:に ぶ い 橙7.5YR7/3

内:に ぶ い 橙7.5YR7/3

断:に ぶ い 橙7.5YR7/3

良好 密
外面:ナ デ

内面:ナ デ

30

須恵器系
土師器
高杯
(脚部)

SK-A204
口 径:19.0

器 高:5.0

外:灰 白10YR8/1

内:灰 白10YR8/1

断:灰 白10YR8/1

やや
不良

密 外 面:ナ デ

内面:ナ デ

31
土師器
甑

SK-A204
口 径:28.4

器 高:8.7

外:に ぶ い 黄 褐10YR5/4

内:灰 黄 褐10YR5/2

断:灰 黄 褐10YR5/2

良好
密
長石
石英

外 面:ヨ コナデ 、ハ ケ

メ 、 ユ ビオ サエ

内 面:ヨ コ ナデ 、ハ ケ

メ

32
須恵器
鉢

SK-A204
器 高:6.9

底 径:9.2

外:灰N4/

内:灰N5/

断:褐 灰7.5YR4/1

堅緻 密
外 面:波 状 文、凸線、

回転ナデ

内面:回 転 ナデ

33
須恵器
杯蓋

SK-A204
口 径:13.1

器 高:5.7

外:灰5Y6/1

内:灰5Y6/1
堅緻 密

外 面:回 転 ナデ 、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転 ナデ

34
須恵器
杯蓋

SK-A204
口 径:13.0

器 高:5.6

外:灰N6/

内:灰N6/
堅緻 密

外 面:回 転 ナデ 、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

35
須恵器
杯蓋

SK-A204
口 径:12.6

器 高:4,9

外:灰N5/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密
外 面:回 転ナデ 、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

36 須恵器
杯蓋

SK-A204
口径:11.4

器 高:4.8

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外 面:回 転ナデ 、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

37
須恵器
杯蓋

SK-A204
口径:12.0

器 高:4.6

外:灰5Y6/1

内:灰5Y6/1
堅緻 密

外 面:回 転ナデ、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

38
須恵器
杯蓋

SK-A204
口径:12.4

器 高:5.4

外:灰N5/

内:灰N5/
堅緻 密

外面:回 転ナデ、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

39
須恵器
蓋

SK-A204
口径:12.4

器 高:5.0

外:灰5Y6/1

内:灰5Y6/1
堅緻 密 外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

っ ま み 径:3.4

C皿

外面に自然釉付
着

40
須恵器
杯身

SK-A204
口径:13.0

器 高:4.2

外:褐 灰10YR6/1

内:褐 灰10YR6/1

断:褐 灰10YR6/1

堅緻 密
外面:回 転ナデ、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

.・
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41
須恵器
杯身

SK-A204
口径:11.2

器 高:3.6

外:灰5Y6/1

内:灰5Y6/1

断:灰5Y6/1

堅緻 密
外 面:回 転ナデ、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

42
須恵器
杯身

SK-A204
口径:10.6

器 高:4.8

外:灰5Y6/1

内:灰5Y6/1
堅緻 密

外 面:回 転ナデ、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

43
須恵器
杯身

SK-A204
口径:10.6

器 高:,;

外:灰N6/

内:灰N6/
堅緻 密

外 面:回 転ナデ、回転
ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

44 須恵器
杯身

SK-A204
口径:10.4

器 高:4.8

外:灰N5/

内:灰N5/
堅緻 密

外面:回 転ナデ 、回転
ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

45
須恵器
杯身

SK-A204
口 径:10.3

器 高:5.2

外:暗 灰N3/

内:暗 灰N3/
堅緻 密

外面:回 転ナデ 、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

底外面 にヘ ラ記

号 あ り

46
須恵器
杯身

SK-A204
口 径:11.0

器 高:5.2

外:暗 灰N3/

内:暗 灰N3/
堅緻 密

外面:回 転ナデ 、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

底外面 にヘ ラ記

号あ り

47
須恵器
甕

SK-A204
口径:15.0

器 高:2.2

外:灰N4/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

48
須恵器
甕

SK-A204
口径:20.2

器 高:4.0

外:灰N5/

内:灰N6/

断:灰N5/

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

49 須恵器
甕

SK-A204 器 高:3.2

外:灰N4/

内:灰N5/

断:灰N4/

堅緻 密
外面:回 転ナデ、タタ

キ

内面:回 転ナデ

50 須恵器
甕

SK-A204 器 高:5.8

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

51
須恵器
高杯

SK-A204

口径:13.8

器 高:11.8

底 径:11.4

外:灰 赤10R5/2

内:灰 赤10R5/2
堅緻 密

外 面:回 転ナデ、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

三角形の透 か し

孔あ り(3方 向)

52
須恵器
高杯

SK-A204

口 径:11.2

器 高:9.6

底 径:9.0

外:灰N5/

内:灰N5/
堅緻 密

外面:回 転ナデ 、回転
ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

方形の透か し孔

あ り(2方 向残)

53
須恵器
高杯

SK-A204

口 径:9.8

器 高:9.0

底 径:8.4

外:灰N5/

内:灰N5/
堅緻 密

外面:回 転ナデ 、回転
ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

方形の透か し孔

あ り(3方 向)

54
須恵器
高杯

SK-A204
器 高:8.0

底 径:10.0

外:灰N4/

内:灰N4/

断:灰N4/

堅緻 密
外面:回 転ナデ 、回転
ヘラケズ リ、カキメ

内面:回 転ナデ

三角形 の透か し

孔あ り(3方 向)

55

須恵器
高杯
(杯部)

SK-A204
口径:10.4

器 高:5.2

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外面:回 転ナデ、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

56
須恵器
壺

SK-A204 器 高:11.0

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密

外面:回 転ナデ、波 状

文、 タタキ

内面:ナ デ、ユ ビオサ
エ

57
須恵器
器台

SK-A204 器 高:11.8

外:灰N5/

内:灰N5/

断:褐 灰10YR4/1

堅緻 密
外面:凸 線、波状文、

斜格子文

内面:ナ デ

方形の透 か し孔

あり(2方 向残)

58
土師器
小型鉢

SK-A204
口径:8.3

器 高:4,0

外:に ぶ い橙7.5YR7/3

内:に ぶ い橙7.5YR7/3
良好 密

外面:ナ デ

内面:ナ デ

59
土師器
椀

SK-A204

口 径:6.3

器 高:6.3

底 径:3.1

外:に ぶ い橙7.5YR7/3

内:に ぶ い 橙7.5YR7/3
良好 密

外面:チ デ

内面:ナ デ

60 製塩土器 SK-A204
口 径:3.9

器 高:7.9

外:灰 白10YR8/1

内:灰 白10YR8/1
良好 密

長石

外 面:タ タ キ 、ナ デ

内 面:指 ナ デ 、ユ ビ オ

サ エ

61 製塩土器 SK-A204
口 径:3.9

器 高:6.8

外:灰 白10YR8/1

内:灰 白10YR8/1
良好

密
長石

外面:タ タキ、ナデ

内面:ナ デ

62 製塩土器 SK-A204
口径:4.4

器 高:7.3

外:灰 白10YR8/1

内:灰 白10YR8/1
良好

密
長石

外面:タ タキ、ナデ

内面:板 ナデ、ユ ビオ

サエ
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63 製塩土器 SK-A204
器 高:4.9

底 径:3.8

外:灰 白10YR8/1

内:灰 白10YR8/1
良好

密
長石

外面:タ タキ、ナデ

内面:指 ナデ、ユ ビオ

サエ

64
弥生土器
底部

SK-A204
器 高:3.4

底 径:5.0

外:に ぶ い黄 褐10YR5/4

内:褐 灰10YR5/1

断:褐 灰10YR5/1

良好

密
長石
石英
雲母

外面:ハ ケメ

内面:ナ デ

底外面に木葉圧
痕あり

65 砥石 SK-A204

長:11.2

幅:8.3

厚:5.2

一 一 一 一

66
弥生土器
甕

SK-B302
口径:16.0

器 高:4.8

外:黄 褐10YR5/6

内:黄 褐10YR5/6

断:黄 褐10YR5/6

良好

粗
長石
石英
雲母

外 面:刻 み 目、 ヨコ ナ

デ 、 ハ ケ メ

内 面:ヨ コナ デ 、 ハ ケ

メ 、 ナ デ

67
弥生土器
底部

SK-B302
器 高:6,4

底 径:6.4

外:に ぶ い 黄 褐10YR5/4

内:に ぶ い 黄 褐10YR5/4

断:褐 灰10YR5/1

良好
粗
長石
雲母

外面:ハ ケメ

内面:ナ デ

底外面に木葉圧
痕あり

68
弥生土器
底部

SK-B302
器 高:5.2

底 径:6.0

外:褐 灰10YR5/1

内:褐 灰10YR5/1

断:褐 灰10YR5/1

良好

粗
長石
石英
雲母

外面:ヘ ラ ミガキ

内面:ナ デ
底部 に穿孔 あ り

69
弥生土器
甕

SK-B302

口 径:13.6

器 高:22.4

底 径:5.0

外:に ぶ い 黄 褐10YR5/4

内:橙7.5YR6/6
良好

粗
長石
石英
雲母

外 面:ヨ コ ナデ 、ハ ケ

メ

内 面:ヨ コナ デ 、 ナ デ 、

ユ ビオ サエ

外面に煤付着

70 土製円板 SK-B302

長:4.8

幅:4.3

厚:0.7

外:明 褐7.5YR5/8

内:明 褐7.5YR5/8

断:明 褐7.5YR5/8

良好
粗
長石

外 面:ナ デ 、刻み 目

内面:ユ ビオサエ

71
弥生土器
甕

SK-B305
口 径:15.8

器 高:7.6

外:黄 褐10YR5/6

内:黄 褐10YR5/6

断:黄 褐10YR5/6

良好

粗
長石
石英
雲母

外 面:ヨ コナ デ 、ハ ケ

メ

内 面:ヨ コナ デ 、板 ナ

デ

72
弥生土器
底部

SK-B305
器 高:7.0

底 径:17.4

外:褐 灰10YR6/1

内:褐 灰10YR6/1

断:褐 灰10YR6/1

良好
粗
長石
石英

外 面:ヨ コナ デ 、ユ ビ

オ サ エ

内面:ナ デ

73 弥生土器
底部

SK-B305
器 高:3.8

底 径:10.6

外:褐 灰10YR6/1

内:褐 灰10YR5/1

断:褐 灰10YR5/1

良好
粗
長石
石英

外面:ナ デ

内面:ナ デ

74
弥生土器
底部

SK-B305
器 高:2.5

底 径:8.6

外:褐 灰10YR5/1

内:褐 灰10YR5/1

断:褐 灰10YR5/1

良好
粗
長石
石英

外面:ナ デ

内面:ナ デ、ユ ビオサ
エ

75
須恵器
杯

A区

第2層
口径:15.8

器 高:2.9

外:灰 白10YR7/1

内:灰 白10YR7/1

断:灰 白10YR7/1

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

76
須恵器
蓋

A区

第3層
口径:12.8

器 高:4.7

外:灰N5/

内:灰N5/
堅緻 密

外面:回 転ナデ、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

っ ま み 径:2.O

C皿

77
須恵器
脚部

A区

第3層

器 高:2.6

底 径:11.5

外:褐 灰10YR6/1

内:褐 灰10YR6/1

断:褐 灰10YR6/1

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

78
土師器
小型壺

A区
第3層

口 径:6.2

器 高:3.6

底 径:4.2

外:に ぶ い 褐7.5YR6/4

内:に ぶ い 褐7.5YR6/4

断:に ぶ い 褐7.5YR6/4

良好
密
長石

外面:ナ デ

内面:ナ デ

79

韓式系
軟質土器
甕

A区

第3層
器 高:8,4

外:に ぶ い 褐7.5YR6/4

内:に ぶ い 褐7.5YR6/4

断:に ぶ い 褐7.5YR6/4

良好 密
外面:1条 の沈線 、タ

タキ

内面:ナ デ

80

韓式系
硬質土器
甕

A区

第3層
器 高:6.6

外:灰 白5Y7/2

内:灰 オ リー ブ5Y6/2

断:灰 白5Y7/2

やや
不良 密

外面:6条 の沈線 、縄

薦 文

内面:板 ナデ

81

須恵器系
土師器
高杯
(杯部)

A区
第4層

口 径:19.2

器 高:6.1

外:浅 黄 橙7.5YR8/4

内:浅 黄橙7.5YR8/4

断:浅 黄橙7.5YR8/4

不良 密
外 面:ナ デ

内面:ナ デ

82

須恵器系
土師器
高杯

A区

第4層

器 高:3。1

底 径:14.0

外:灰 白10YR8/2

内:灰 白10YR8/2

断:灰 白10YR8/2

良好 密
外 面:ナ デ

内面:ナ デ

方形 の透 か し孔

あ り(2方 向残)

83 須恵器
杯蓋

A区
第4層

口径:13.3

器 高:5.2

外:灰N5/

内:灰N5/
堅緻 密

外 面:回 転ナデ 、回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ
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挿図
番号

器種 出土地点 法 量(cm) 色調 焼成 胎土 技法の特徴 備考

84
土師器
小型壺

A区
第4層

口径:6.0

器 高:4.7

外:に ぶ い 褐7.5YR6/4

内:に ぶ い 褐7.5YR6/4
良好 密

外面:ナ デ

内面:ナ デ

85

韓式系
軟質土器
甕

A区

第4層

口径:20.5

器 高:10.3

外:浅 黄 橙10YR8/3

内:灰 白10YR8/2

断:灰 白10YR8/2

良好 密

外 面:ヨ コナ デ 、 タタ

キ、1条 の 沈 線

内 面:ヨ コナ デ 、 ユ ビ

オ サ エ

86
土師器
甕

A区

第5層

口径:18.4

器 高:6.5

外:褐 灰10YR6/1

内:褐 灰10YR6/1

断:褐 灰10YR6/1

良好 密
外 面:ヨ コナ デ 、 ハ ケ

メ

内面:ナ デ

87
土師器
甕

A区

第5層

口径:18.2

器 高:9.4

外:赤 褐5YR4/6

内:赤 褐5YR4/6

断:赤 褐5YR4/6

良好 密
外 面:ヨ コナ デ 、 ナ デ

内面:ヨ コナ デ 、 ナ デ

88

須恵器系
土師器
高杯
(脚部)

A区

第5層

器 高:8.0

底 径:11.6

外:灰 黄 褐10YR5/2

内:黄 褐10YR5/6

断:灰 黄 褐10YR5/2

良好 密
外面:ナ デ

内面:ナ デ

89

初期須恵
器
杯身

A区

第5層

口径:9.1

器 高:4.9

外:灰N5/

内:灰N6/
良好 密

外面:回 転ナデ

内面:ナ デ

90

須恵器
高杯
(杯部)

A区

第5層

口径:13.4

器 高:4.8

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外面:回 転ナデ、 回転
ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

91 須恵器
杯

A区

第5層

口 径:15.0

器 高:4.1

外:灰 白10YR7/1

内:灰 白10YR7/1

断:灰 白10YR7/1

堅緻 密
外 面:回 転ナデ 、カキ

メ

内面:回 転ナデ

92 須恵器
杯

A区

第5層

口 径:17.0

器 高:3,4

外:灰 白10YR8/2

内:灰 白10YR8/2

断:灰 白10YR8/2

堅緻 密
外 面:回 転 ナデ

内面:回 転 ナデ

93
滑石製
有孔円板

A区

第5層

長:2.8

幅:3。1

厚:0.5

一 一 　 冖

94 石包丁
B区

第5層

長:5.8

幅:10.6

厚:0.6

一 　 一 一

95 縄文土器
A区

攪乱
器 高:4.3

外:灰 白10YR8/1

内:灰 白10YR8/1

断:灰 白10YR8/1

やや
不良

粗
長石

外 面:ナ デ、爪形文

内面:ナ デ

96

須恵器系
土師器
高杯

A区
攪乱

器 高:9.8

底 径:11.7

外:灰 白10YR8/1

内;灰 白10YR8/1

断:灰 白10YR8/1

不良 密
外面:ナ デ

内面:ナ デ

方形の透か し孔

あ り(2方 向残)

内外面 に黒班 あ

り

97
須恵器
脚部

A区
攪乱

口径:20.9

器 高:2.1

外:灰5Y6/1

内:褐 灰10YR5/1

断:褐 灰10YR5/1

良好 密
外面:波 状文、回転ナ

デ

内面:回 転ナデ

98
須恵器
甕

A区

攪乱

口径:20.8

器 高:3.0

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外面:回 転ナデ、タタ

キ

内面:回 転ナデ

99 瓦器椀 SD-A101
口径:11.0

器 高:2.5

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰 白N8/

やや
不良

密
外面:ユ ビオサエ、 口

淵端部 に沈線

内面:暗 文

100 瓦器椀 SD-A101
口径:10.8

器 高:2.6

外:灰 白～ 灰N7/～N6/

内:灰N6/

断:灰 白N8/

良好 密
外面:ユ ビオサエ、 口

淵端部 に沈線

内面:暗 文

101 瓦器椀 SD-A101
口 径:10.6

器 高:4.6

外:灰 白2.5Y7/1

内:灰 白2.5Y8/2

断:灰 白N8/

良好 密
外面:ユ ビオサエ、 口

淵端部 に沈線

内面:暗 文

102
韓式系
軟質土器

SD-A105
残 長:4.4

厚:0.6

外:に ぶ い褐7.5YR5/4

内:に ぶ い褐7.5YR5/4

断:に ぶ い褐7.5YR5/4

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外 面:タ タキ、2条 の

沈線

内面:ナ デ

103 砥石 SX-A101

長:8,8

幅:3.8

厚:3.6

外:灰 白2.5Y8/2

内:灰 白2.5Y8/2

断:灰 白2.5Y8/2

一 一 一 5㎜ の孔

104
銭貨
元祐通寶

SX-A101
径:2.5

厚:0.15

外:オ リー ブ 黒7.5Y3/2

内:オ リー ブ 黒7.5Y3/2

断:オ リー ブ 黒7.5Y3/2

一 一 　
北 宋 銭

(1086)
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挿図
番号 器種 出土地点 法 量(c皿) 色調 焼成 胎土 技法の特徴 備考

105
土師器
小皿

SX-B101
口径:8.8

器 高:1.0

外:浅 黄 橙10YR8/3

内:浅 黄 橙10YR8/3

断:浅 黄 橙10YR8/3

良好 密
外 面:ナ デ

内面:ナ デ
「て字状」 口縁

106

韓式系
軟質土器
甑

SX-B101

残 長:4.2

残 幅:4.2

厚:0.6

外:明 褐7.5YR5/6

内:明 褐7.5YR5/6

断:明 褐7.5YR5/6

良好

密
長石
角閃石
金雲母

外 面:タ タキ

内面:ナ デ

107

韓式系
軟質土器
甑

sx-sloi

残 長:4.9

残 幅:4.6

厚:0.5

外:に ぶ い 黄 橙10YR7/2

内:褐 灰10YR5/1

断:に ぶ い 黄 橙10YR7/2

良好

密
長石
角閃石
金雲母

外 面:タ タキ

内面:ナ デ

108
韓式系
硬質土器

SX-B101

残 長:8,8

残 幅:8.2

厚.1.2

外:青 灰5B6/1

内:青 灰5B6/1

断:青 灰5B6/1

堅緻 密
外 面:鳥 足文 タタキ

内面:ナ デ

109
土製
紡錘車

SX-B101
径:4.0

厚:2.8

外:に ぶ い 黄橙10YR7/2

内:に ぶ い 黄橙10YR7/2

断:に ぶ い 黄橙10YR7/2

良好
密
長石
金雲母

外 面:ナ デ

110 瓦器椀 鋤B110
口 径:14.8

器 高:4.2

外:灰N4/

内:灰N4/

断:灰 白N7/

良好 密
外面:ユ ビオサエ、暗

文

内面:暗 文、沈線

111
弥生土器
壺

SD-A202

上 層

口 径:21.2

器 高:6.2

外:に ぶ い黄 橙10YR6/4

内:に ぶ い黄 橙10YR6/4

断:に ぶ い黄 橙10YR6/4

良好

密
石英
長石
角閃石

外 面:ハ ケ メ、 タ タキ 、

沈 線

内面:ハ ケ メ 、 ヘ ラ ミ

ガ キ

112
縄文土器
鉢

SD-A202

上 層

口 径:18。4

器 高:2.6

外:褐 灰7.5YR4/1

内:褐 灰7.5YR4/1

断:褐 灰7.5YR4/1

良好

密
石英
長石
金雲母

外面:刻 目

内面:ナ デ

113
弥生土器
底部

SD-A202
器 高:9.0

底径:6.0

外:に ぶ い黄 橙10YR7/4

内:に ぶ い黄 橙10YR7/4

断:に ぶ い黄 橙10YR7/4

良好
密

石英
長石

外面:ヘ ラミガキ

内面:ヘ ラミガキ
黒斑あ り

114
弥生土器
高杯

SD-A202

下層
頸 部径:4.6

外:に ぶ い赤 橙10R6/6

内:に ぶ い赤 橙10R6/6

脚 部 裏:(赤 黒10R2/1)

断:に ぶ い赤 橙10R6/6

良好
密
石英
長石

外面:ナ デ

内面:ナ デ

115

須恵器系
土師器
高杯
(杯身)

SD-A203
口径:26.2

器 高:8.0

外:橙5YR7/8

内:橙5YR7/8

断:橙5YR7/8

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母
クサリ
礫

外 面:ヨ コナ デ

内 面:ヨ コナ デ

116
須恵器
杯身

SD-A203
口径:11.6

器 高:3,0

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

117

須恵器系
土師器
杯身

SD-A207
口径:10.6

器 高:4.2

外:浅 黄 橙7,5YR8/4

内:浅 黄 橙7,5YR8/4

断:浅 黄 橙7,5YR8/4

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

118
須恵器
杯身

SD-A207
口径:10.6

器 高:5.2

外:灰N4/

内:灰N4/

断:灰N5/

堅緻 密
外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

底 外面にヘ ラ記

号あ り

119

須恵器系
土師器
颶

SD-A207
頸 部 径:6.0

器 高:7.6

外:浅 黄 橙7.5YR8/4

内:浅 黄 橙7.5YR8/4

断:浅 黄 橙7.5YR8/4

良好

密
石英
長石
金雲母
クサリ
礫

外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

120 須恵器
甅

SD-A207

口径:11.2

頸 部 径:6.2

器 高:10.6

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰 赤7.5YR6/2

堅緻 密 外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

自然釉 、 自然灰

置き台痕跡 、窯

壁付着?

121
弥生土器
底部

SK-A204
器 高:6.6

底 径:8.8

外:赤 褐2.5YR4/6

内:に ぶ い 赤 橙10YR6/4

断:半 々

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外面:ナ デ

内面:剥 離
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122
弥生土器
底部

SK-A205
器 高:2.8

底 径:7.0

外:褐 灰10YR4/

内:褐 灰10YR5/

断:褐 灰10YR5/

良好 密
外 面:ナ デ

内面:ナ デ

底外面に木葉圧
痕あり
底部に穿孔あり

123
弥生土器
鉢系

SK-A207
器 高:6.2

底 径:5.2

外:に ぶ い 黄橙10YR7/4

内:に ぶ い 黄橙10YR7/4

断:に ぶ い 黄橙10YR7/4

良好

密
石英
長石
角閃石

外 面:ナ デ

内面:ナ デ

124
須恵器
杯身

SK-A208
口径:12.8

器 高:4.0

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密
外 面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

125

須恵器
高杯
(脚部)

SK-A208
器 高:4.6

底 径:10.0

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外 面:回 転ナデ

内面:自 然灰

方形の透か し孔

あ り(3方 向)

126
須恵器
杯身

SK-A210
口 径:12.6

器 高:3.2

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外 面:回 転ヘ ラケ ズ リ

内面:回 転 ナデ

127
土師器
甕

SK-A212
口 径:14.6

器 高:3.2

外:に ぶ い 黄橙10YR7/4

内:に ぶ い 黄橙10YR7/4

断:に ぶ い 黄橙10YR7/4

良好

密
石英
長石
金雲母

外面:ナ デ

内面:ハ ケメ

128 須恵器
瓰

SK-A213

頸 部 径:4.4

胴 部 径:

10.0

器 高:13.6

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰N7/

堅緻 密 外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

129
土師器
甕

SK-A214
口径:19.6

器 高:8.8

外;橙7.5YR7/6

内:橙7.5YR7/6

断:橙7.5YR7/6

良好

密
石英
長石

金雲母
クサリ
礫

外面:ハ ケメ

内面:ナ デ

130

須恵器系
土師器
高杯
(杯身)

SK-A214
口径:18.2

器 高:5.6

外:黄 橙10YR8/6

内:明 黄 橙10YR7/6

断:黄 橙10YR8/6

良好
密

角閃石
金雲母

外面:ナ デ

内面:ナ デ

131 須恵器
杯身

SK-A214
口径:12.0

器 高:4.6

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密 外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

132
韓式系
軟質土器

SK-A214

残 長:5.7

残 幅:3.4

厚 さ:0.6

外:に ぶ い橙7.5YR7/4

内:に ぶ い黄 橙10YR7/3

断:に ぶ い黄 橙10YR7/3

良好

密
長石
角閃石
金雲母

外面:格 子タタキ

内面:ナ デ

133 土玉 SK-A216 径:0.9

外:に ぶ い橙5YR7/4

内:に ぶ い橙5YR7/4

断:に ぶ い橙5YR7/4

良好 密 外 面:ナ デ 2㎜ の孔

134
土師器
壺

SK-A219
口 径:8.0

器 高:2.4

外:淡 黄2.5Y8/3

内:淡 黄2.5Y8/3

断:淡 黄2.5Y8/3

良好
密

クサ リ

礫

外 面;ナ デ

内面:ナ デ

135
須恵器
杯身

SK-A231
口 径:12.2

器 高:3.8

外:黄 灰2.5Y6/1

内:黄 灰2.5Y6/1

断:黄 灰2.5Y6/1

堅緻 密
外 面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

136
土師器
甕

SP-A210
口 径:12.2

器 高:3.8

外:に ぶ い 褐7.5YR6/3

内:に ぶ い 褐7.5YR6/3

断:に ぶ い 褐7.5YR6/3

良好
密
石英
長石

外 面:ハ ケ メ

内 面:ハ ケ メ

口縁部内面に煤

付着
頚部内面に黒色
物質付着

137
須恵器
杯蓋

SP-A210
口 径:14.8

器 高:4.2

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ、

列点文

内面:回 転ナデ

138
須恵器
杯身

SP-A216
口径:12.4

器 高:3.4

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密
外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

139

韓式系
硬質土器
甑

SP-A278
器 高:3.8

底 径:13.8

外:灰 白7.5Y7/1

内:灰 白7.5Y7/1

断:灰 白7.5Y7/1

堅緻 密
外面:タ タキ

内面:ナ デ
底部 に穿孔あ り

140
須恵器
杯身

SP-A2103
口径:12.0

器 高:4.4

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密
外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ
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141
土師器
長胴甕

SI-A201

口径:20.2

頸 部 径:

18.0

胴 部 径:

27.4

器 高:38.4

外:橙7.5YR7/6

内:橙7.5YR7/6
良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外 面:ハ ケ メ

内 面:ナ デ 、ユ ビオ サ

エ

黒斑あり
内面の粘土紐痕
が明瞭

142

韓式系
軟質土器
甑

SK-B202

残 長:2.9

残 幅:3.3

厚;0.5

外:明 褐7.5Y5/6

内:明 褐7.5Y5/6

断:褐 灰7.5YR4/1

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外 面:タ タキ

内面:ナ デ

143

須恵器系
土師器

杯身

SK-B203
口 径:15.0

器 高:4.8

外:浅 黄 橙10YR8/4

内:浅 黄 橙10YR8/4
良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外 面:ナ デ

内面:ナ デ

144

須恵器
高杯
(脚部)

SK-B203
口 径:10.0

器 高:8.6

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密 外 面:カ キメ

内面:回 転ナデ

方形の透か し孔

あ り(3方 向)

145

韓式系
軟質土器
甑

SK-B203

残 長:4,7

残 幅:5.2

厚:0.4

外:に ぶ い橙7.5YR6/4

内:に ぶ い橙7.5YR6/4

断:に ぶ い橙7.5YR6/4

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外 面:斜 格子 タタキ

内面:ナ デ

146
滑石製
双孔円板

SK-B203
径:3.3

厚:0.5

一 　 一 一 2㎜ の孔

147
弥生土器
底部

SK-B204
器 高:6.0

底 径:9.6

外:浅 黄橙10YR8/3

内:浅 黄橙10YR8/3

断:浅 黄橙10YR8/3

良好

密
石英
長石
クサリ
礫

外面:ナ デ

内面:ナ デ
外面に黒斑あ り

148
弥生土器
鉢

SK-B204 器 高:5.4

底 径:6.8

外:淡 橙5YR8/3

内:黒N2/

断:黒N2/

良好

密
石英
長石
金雲母

外面:ナ デ

内面:ナ デ

149

須恵器系
土師器
高杯
(杯身)

SK-B205
口径:20.0

器 高:5.0

外:橙5YR7/6

内:橙5YR7/6

断:浅 黄 橙7.5YR8/4

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母
クサリ
礫

外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ
外面に黒斑あ り

150

須恵器系
土師器
高杯
(杯身)

SK-B205
口径:18.4

器 高:5.0

外:橙5YR7/6

内:橙5YR7/6

断:浅 黄 橙7.5YR8/4

良好

密
石英
長石
金雲母
クサリ
礫

外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

脚部接合部に刻
み目あり
外面わずかに黒
斑あり

151

韓式系
軟質土器
甕

SK-B207
口径:18.4

器 高:11.6

外:浅 黄2.5Y7/3

内:浅 黄2.5Y7/3

断:浅 黄2.5Y7/3

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外面:タ タキ

内面:ナ デ

152 製塩土器 SK-B218
口径:4.6

器 高:2.4

外:浅 黄 橙7.5YR8/4

内:浅 黄 橙7.5YR8/4

断:浅 黄 橙7.5YR8/4

良好 密 外面:タ タキ

内面:ナ デ
SB-B101?

153
須恵器
杯身

SK-B222
口 径:12.0

器 高:3.0

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密 外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

154
須恵器
杯身

SK-B223
口 径:12.4

器 高:3.2

外:灰N6/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

155
須恵器
杯身

SP-B2103
口 径:12.4

器 高:2.8

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰 褐5YR5/2

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ
SB-B101

156

初期須恵
器
高杯蓋

SP-B2104 厚:0.6

外:灰N5/0

内:灰N5/0

断:灰 赤10R5/2

堅緻 密
外面:波 状文

内面:回 転ナデ
SB-B101
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157

須恵器系
土師器
高杯
(杯身)

SP-B2143
口 径:28.8

器 高:2.6

外:橙7.5YR7/6

内:橙7。5YR7/6

断:橙7.5YR7/6

良好 密
外 面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ
SB-B102

158
土師器
甕

SP-B2146
口 径:17.6

器 高:5.8

外:に ぶ い 黄橙10YR6/3

内:に ぶ い 黄橙10YR6/3

断:に ぶ い 黄橙10YR6/3

良好

密
石英
長石
金雲母

外 面:ハ ケメ

内面:ナ デ
SB-B102

159
須恵器
蓋

SP-B2146
口 径:11.0

器 高:5.2

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N6/

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ
SB-B102

160

須恵器
高杯
(脚部)

SP-B2146
器 高:5.6

底 径:8.4

外:灰5Y6/1

内:灰5Y6/1

断:灰5Y6/1

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

SB-B102

円形 の透 か し孔

あ り(4方 向)

161

須恵器系
土師器
高杯
(脚部)

SP-B242
器 高:9.0

底 径:12.0

外:浅 黄 橙7.5YR8/6

内:浅 黄 橙7.5YR8/6

断:浅 黄 橙7.5YR8/6

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

162 石錐 SP-B203

長:2.8

幅1.4

厚:0.5

一 一 一 一
上部欠損

サヌカイ ト

163
弥生土器
鉢

SP-B291
口径:14.8

器 高:5.4

外:橙5YR6/8

内:橙5YR6/8

断:黒 褐10YR3/1

良好

密
石英
長石
金雲母

外面:列 点文

内面:ナ デ

164
土師器
壺

第II層
口径:18.4

器 高:5.0

外:灰 白10YR8/2

内:灰 白10YR8/2

断:灰 白10YR8/2

良好
密
石英
長石

外面:ナ デ

内面:ナ デ

165

須恵器系
土師器
杯身

第II層
受 部 径:

i1.s

外:橙5YR7/8

内:橙5YR7/8

断:淡 橙5YR8/3

良好

密
石英
長石
角閃石

外面:僅 か に回転ヘラ

ケズ リ

内面:回 転ナデ

166

須恵器
高杯
(脚部)

第1層
器 高:5.8

底 径:8.4

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密 外面:カ キ メ

内面:回 転ナデ

方形 の透 か し孔

あ り(3方 向)

167

韓式系軟
質土器
甕

第H層
長:3.5

幅:4.3

厚:0.6

外:橙7.5YR6/6

内:橙7.5YR6/6

断:橙7.5YR6/6

良好

密
長石
角閃石
金雲母

外面:斜 格子 タタキ

内面:ナ デ

168
韓式系
硬質土器

第II層

長;5.2

幅:4.6

厚:0.8

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密
外面:格 子状 タタキ

沈線

内面:ナ デ

169 石鏃 第II層
長:2.4

幅1。5

厚:0.4

一 一 　 一 サヌカイ ト

170 石鏃 第II層
長:2.2

幅1.3

厚:0.3

一 　 一 一 サヌカイ ト

171
土師器
壺 第皿層

頸 部 径:9.2

胴 部 径:

13.2

器 高:8。4

外:橙2.5YR6/6

内:橙2.5YR7/6

断:淡 赤橙2.5YR7/4

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転 ナデ

172
土師器
甕

第皿層
口 径:15.0

器 高:5.0

外:オ リー ブ 黒7.5Y3/1

内:灰 白7.5Y7/2

断:に ぶ い橙7.5YR6/4

良好

密
石英
長石
金雲母
クサリ
礫

外 面:ハ ケ メ

内 面:ハ ケ メ

173
土師器
甕

第皿層
口 径:18,6

器 高:8.4

外:明 黄 褐10YR7/6

内:明 黄 褐10YR7/6

断:明 黄 褐10YR7/6

良好

密

石英

長石

クサ リ

礫

外 面:ハ ケ メ

内 面:ヘ ラ ケ ズ リ

体部外面に黒斑
あり

174
土師器
甕

第皿層
口径:20.0

器 高:9.4

外:明 黄 褐10YR6/6

内:明 黄 褐10YR6/6

断:明 黄 褐10YR6/6

良好

密
石英
長石

金雲母

外面:ハ ケメ

内面:ナ デ
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175
土師器
甕

第皿層
口 径:17.2

器 高:8.4

外:橙7.5YR7/6

内:橙7.5YR7/6

断:橙7.5YR7/6

良好

密
石英
長石
金雲母

外 面:ハ ケメ

内面:ナ デ

176
土師器
甕 第皿層

口 径:14.0

器 高:7.0

外:橙7.5YR7/6

内:橙7.5YR7/6

断:橙7.5YR7/6

良好
密
長石
金雲母

外 面:ハ ケ メ

内 面:ハ ケ メ

177
土師器
甕 第皿層

口 径:14.8

器 高:II

外:に ぶ い褐7.5YR5/3

内:に ぶ い褐7.5YR5/3

断:に ぶ い褐7.5YR5/3

良好
密
長石
金雲母

外 面:ハ ケ メ

内 面:ハ ケ メ

178
土師器
甕

第皿層
口 径:10.8

器 高:4.8

外:明 黄 褐10YR7/6

内:明 黄 褐10YR7/6

断:明 黄 褐10YR7/6

良好

密
石英
長石
金雲母

外 面:ハ ケメ

内面:ハ ケメ

179

須恵器系
土師器
高杯
(杯身)

第皿層
口 径:17.4

器 高:5.0

外:浅 黄橙7.5YR8/6

内:浅 黄橙7。5YR8/6

断:浅 黄橙7.5YR8/6

良好

密

長石

クサ リ

礫

外 面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

180

土師器
高杯
(脚部)

第皿層
器 高:10.8

底 径:13.8

外:橙5YR6/6

内:橙5YR6/6

断:橙5YR6/6

良好

密
石英
長石
金雲母

外 面:ハ ケメ

内 面:ハ ケメ

181

土師器
高杯
(脚部)

第皿層
器 高:5.2

底 径:9.4

外:橙2.5YR7/6

内:橙2.5YR7/6

断:淡 橙5YR8/4

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外面:ヘ ラナデ

内面:粗 い タタキ状ハ

ケメ

端部に黒斑あ り

182

土師器
高杯
(脚部)

第皿層
器 高:7.2

底 径:9.8

外:橙7.5YR7/6

内:橙7.5YR7/6

断:橙7.5YR7/6

良好

密
石英
長石
金雲母

外 面:ヘ ラナ デ

内面:ハ ケメ 、 シボ リ

目

183

須恵器系
土師器
高杯
(脚部)

第皿層
器 高:3.4

底 径:11.6

外:黄 橙7.5YR7/8

内:黄 橙7.5YR7/8

断:浅 黄橙7.5YR8/6

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

184

土師器
コツプ形

土器

第皿層
口径:7.0

器 高:3.2

外:に ぶ い黄 橙10YR7/3

内:に ぶ い黄 橙10YR7/3

断:黒 褐10YR3/2

良好

密
石英
長石
角閃石

外 面:ハ ケ メ

内面:ハ ケ メ

185

初期須恵
器
杯蓋

第皿層
口径:16.6

器 高:3.6

外:赤 灰2。5YR6/1

内:赤 灰2.5YR6/1

断:赤 灰2。5YR6/1

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

内面に自然灰付
着

186
須恵器
杯蓋 第皿層

口径:12.2

器 高:4.0

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

(中:赤 灰10R6/2)

堅緻 密
外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

187
須恵器
杯蓋 第皿層

口径:12.6

器 高:4,0

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

188
須恵器
杯蓋

第皿層
口径:14.0

器 高:4.4

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密
外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

外面に 自然釉 あ

り

189
須恵器
杯蓋

第皿層
口径:12.4

器 高:5.0

外:灰5Y6/1

内:灰N6/

断:灰5Y6/1

堅緻 密
外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

190
須恵器
杯蓋 第皿層

口径:15.8

器 高:5.0

外:灰10Y6/1

内:灰 オ リー ブ5Y6/2

断:灰10Y6/1

堅緻 密
外 面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

191
須恵器
杯蓋 第皿層

口径:15.2

器 高:5.0

外:灰10Y6/1

内:灰 オ リー ブ5Y6/2

断:灰10Y6/1

堅緻 密
外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

2条 一対の線刻

が2か 所あ り

192
須恵器
杯蓋 第皿層

口径:16.6

器 高:4.0

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密
外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

193
須恵器
杯蓋

第皿層
口径:15.4

器 高:5.0

外:灰7.5Y6/0

内:灰7.5Y6/0

断:灰7.5Y6/0

堅緻 密
外 面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

一56一



第1表HJN94-1・96-1調 査出土遺物一覧表(11)

挿図
番号

器種 出土地点 法 量(cm) 色調 焼成 胎土 技法の特徴 備考

194
須恵器
杯蓋

第皿層
口径:13.6

器 高:3.4

外:灰N5/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

195 須恵器
高杯蓋

第皿層
口径:12.8

器 高:5.4

外:灰N6/

内:灰N5/

断:灰N6/

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

196
須恵器
高杯蓋 第皿層

口 径:14.0

器 高:5.4

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密 外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

197
須恵器
杯身 第皿層

口径:10.6

器 高:4.0

外:灰5Y6/1

内:灰5Y6/1

断:灰5Y6/1

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

198
須恵器
杯身

第IH層
口径:11.0

器 高:3.6

外:灰N5/

内:灰 赤2.5YR5/2

断:灰N5/

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

一部に自然灰付

着
杯蓋片溶着

199
須恵器
杯身

第皿層
口径:13.6

器 高:5.0

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

200
須恵器
杯身

第皿層
口径:13.0

器 高:4.6

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

201
須恵器
杯身 第皿層

口径:14.2

器 高:4.4

外:灰N6/

内:灰N5/

断:灰 白N7/

堅緻 密 外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

202
須恵器
杯身 第皿層

口径:14.0

器 高:4.8

外:灰 白7.5Y7/1

内:灰 白7.5Y7/1

断:灰 白7.5Y7/1

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

203
須恵器
杯身 第皿層

口径:13。6

器 高:5.0

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

204
須恵器
杯身

第皿層
口径:12.2

器 高:3.4

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

205
須恵器
杯身

第皿層
口径:10.0

器 高:3.6

外:灰 白7.5Y7/1

内:灰 白7.5Y7/1

断:灰 白7.5Y7/1

堅緻 密
外面:回 転ヘラケズ リ

内面:回 転ナデ

底外面 にヘ ラ記

号あ り

206
須恵器
杯身

第皿層
器 高:2.2

底 径:11,0

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

207
須恵器
杯身 第皿層

器 高:2.2

底 径:10.0

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

208
須恵器
杯身 第皿層

器 高:2.2

底 径:17.2

外:灰 白2.5GY8/1

内:灰 白2.5GY8/1

断:灰 白2.5GY8/1

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

209
須恵器
壺 第皿層

器 高:4,8

底 径:9.8

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰N6/

(内:灰 赤7.5R5/2)

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

210
須恵器
甕

第皿層
口径:15.8

器 高:7.2

外:灰 白N8/

内:灰 白N8/

断:灰 白N8/

堅緻 密
外 面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

内面 と頚部外面

に 自然釉 あ り

211

須恵器
高杯
(杯身)

第皿層
口径:16.0

器 高:5.6

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密
外 面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

内面わずかに自
然灰付着
置き跡?

212

須恵器
高杯
(脚部)

第皿層
器 高:4.6

底 径:8.4

外:灰N6/

内:青 灰5B6/1

断:灰 赤7.5R5/2

堅緻 密
外 面:カ キメ

内面:回 転ナデ

方形 の透 か し孔

あ り(3方 向)

213

須恵器
高杯
(脚部)

第皿層
器 高:4.4

底 径:8.4

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密
外 面:不 明瞭なカキメ

内面:回 転ナデ

方形 の透 か し孔

あ り(3方 向)

z14

須恵器
高杯
(脚部)

第皿層
器 高:3.8

底径:8.8

外:灰N5/

内:灰N5/

断:灰N5/

堅緻 密
外 面:端 部 に沈線

内面:回 転ナデ

方形 の透 か し孔

あ り(3方 向)

215

須恵器
高杯
(脚部)

第皿層
口径:11.0

器 高:4.0

外:灰 白N7/

内:灰 白N7/

断:灰 白N7/

堅緻 密 外 面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

一57一



第1表HJN94-1・96-1調 査 出土遺物一覧表(12)

挿図
番号

器種 出土地点 法 量(c皿) 色調 焼成 胎土 技法の特徴 備考

216

須恵器
高杯
(脚部)

第皿層
口 径:15.0

器 高:8.0

外:灰N5/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密
外面:若 干 、カキメ

内面:回 転ナデ

217

初期須恵
器
樽形甅

第皿層
側 面 径:

11.2

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密
外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

ais
韓式系
硬質土器 第皿層

長:6.6

幅:3.6

厚1.1

外:赤 灰7.5R6/2

内:灰N6/

断:赤 灰7.5R6/2

堅緻 密 外面:回 転ナデ

内面:回 転ナデ

219

韓式系
軟質土器
甑

第皿層
長:5.3

幅:5.8

厚:0.7

外:橙7.5YR6/6

内:橙7.5YR6/6

断:橙7。5YR6/6

良好

密
長石
角閃石
金雲母

外面:タ タキ、沈線

内面:ナ デ

aao

韓式系
軟質土器
甑

第皿層
長:3.7

幅:3.5

厚:0.6

外:明 褐7.5YR5/6

内:明 褐7.5YR5/6

断:明 褐7.5YR5/6

良好

密
石英
長石
金雲母

外面:タ タキ、沈線

内面:ナ デ

221 製塩土器 第皿層
口 径:4.6

器 高:3.0

外:浅 黄橙10YR8/3

内:浅 黄橙10YR8/3

断:浅 黄橙10YR8/3

良好 密
外面:ナ デ

内面:ナ デ
洗練された胎土

222 製塩土器 第皿層
口 径:4.0

器 高:2.8

外:浅 黄橙7.5YR8/6

内:浅 黄橙7.5YR8/6

断:浅 黄橙7.5YR8/6

良好
密

クサ リ

礫

外面:ナ デ

内面:ナ デ

223 製塩土器 第皿層
胴 部 径:5.2

器 高:4.4

外:灰 白5Y7/2

内:灰 白5Y7/2

断:灰 白5Y7/2

良好 密 外面:タ タキ

内面:ナ デ

224 製塩土器 第皿層
胴 部 径:6.2

器 高:3.8

外:灰 白10YR8/2

内:灰 白10YR8/2

断:灰 白10YR8/2

良好
密
石英
長石

外面:タ タキ

内面:ナ デ

225 製塩土器 第皿層
口 径:11.4

器 高:5.2

外:橙5YR7/8

内:橙5YR7/8

断:橙5YR7/8

良好

密
石英
長石
角閃石

外 面:ナ デ

内面:ユ ビオサエ

226
滑石製
紡錘車

第皿層
径:4.2

厚:0.9

一 一 一 一 使用痕

227 砥石 第皿層
長:30.6

幅:5.6

厚:5.0

一 一 一 一
使用痕
黒色物付着

228 縄文土器
A区
掘削残土

長:9.4

幅:9.0

厚:0。6

外:灰 白10YR8/2

内:に ぶ い 橙7.5YR7/4

断:灰 白10YR8/2

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母
クサリ
礫

外面:ナ デ 、半裁竹管

による沈線

内面:ナ デ

後期

229
土師器
小型壺

A区
側溝

口径:8.6

頸 部 径:8.0

胴 部 径:9.4

器 高:8.4

外:橙7.5YR7/6

内:橙7.5YR7/6
良好

密
石英
長石
角閃石
クサリ
礫

外面:ナ デ

内面:ナ デ
外面が摩耗

230
土師器
小型壺

B区

側溝

口径:9.0

頸 部 径:7.8

胴 部 径:9.4

器 高:8.0

外:に ぶ い 黄 橙10YR7/4

内:に ぶ い 黄 橙10YR7/4

断:に ぶ い 黄 橙10YR7/4

良好

密
石英
長石
角閃石
金雲母

外面:ハ ケメ

内面:ナ デ、明瞭な粘

土紐 痕

外面の 口縁 か ら

底部 にかけて黒

班あ り

zs1
須恵器
杯蓋

A区
側溝

口 径:12.8

器 高:4.4

外:灰N6/

内:灰N6/

断:灰N6/

堅緻 密
外面:回 転ヘ ラケズ リ

内面:回 転ナデ

内面に黒色物質
あり

232

韓式系
軟質土器
甑

A区
側溝

長:5.6

幅:6.6

厚:0.8

外:浅 黄 橙10YR8/3

内:浅 黄 橙10YR8/3

断:浅 黄 橙10YR8/3

良好

密
石英
長石
クサリ
礫

外面:タ タキ

内面:ナ デ

233 打製石鍬
A区
掘削残土

長:17.6

幅:15.6

厚:3.2

一 冖 一 一

一58一
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119

6.須 恵器 甅

120
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1
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(
2
)

1.弥 生土器 鉢

123
4.弥 生土器 底部

5.弥 生土器 底部

6.須 恵器 杯身

121

122

131

128

2.須 恵器 靆

7.須 恵器系土師器 杯身

8.弥 生土器 底部

143

3.土 師器 長胴甕

141

9.須 恵器系土師器 高杯

147

149



1。 須恵器系土師器 高杯

2.須 恵器 高杯

150

160

171

6.須 恵器 杯蓋

7.須 恵器 杯身

8.須 恵器 杯身
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嵶

齠

197

(
3
)

3.土 師器 壺

～ 210

4.須 恵器 甕

5。 須恵器系土師器 高杯

11.土 師器 高杯

183

9.須 恵器 杯身

12.土 師器 高杯

10.須 恵器 杯蓋

205

231

13.須 恵器系 土師器 高杯
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1.土 師器 小型壺

152

229

2.土 師器 小型壷

蒻
足

222

230

r

3。 製塩土器

4.弥 生 土 器 壷(111)、 韓 式 系 硬 質 土 器(139)、

韓 式 系 軟 質 土 器(102・106・107・132・142・145・167・219・220・232)



218

1.初 期 須 恵 器 高 杯 蓋(156)・ 杯 蓋(185・186)・ 樽 型 靆(217)、 韓 式 系 硬 質 土 器(218)

2.韓 式系硬質土器

168

3.韓 式系硬質土器

108
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4.須 恵器系土師器 高杯(157)・ 杯身(165)

5.± 製紡錘車

109

6.土 玉

165

133

7.縄 文 ± ・器 鉢

8、 縄文 土器
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162

1.打 製石鍬 2.滑 石製双孔 円板

146

226

3.石 錐(162)、 石 鏃(169・170) 4.滑 石製紡錘車

227

6.砥 石

10s

5.砥 石 7.銭 貨 元祐 通寶



報告書抄録

ふ り が な ほ うじょ うに しいせ き

書 名 北条西遺跡

副 書 名 北条2・6丁 目所在共同住宅建設に伴 う発掘調査報告書

巻 次

シ リ ー ズ 名 大東市埋蔵文化財調査報告

シ リ ー ズ 番 号 第38集

編 著 者 名 中逵健一

編 集 機 関 大東市教育委員会

所 在 地 〒574-0076大 阪 府 大 東 市 曙 町4番6号TELO72-870-9105

発 行 年 月 日 平成26(2014)年3月31日

ふ り が な

所収遺跡名
ふ り が な

所在地
コ ー ド

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

ほうじょうにしいせき

北条西遺跡

(HJN94-1)

おお さかふだいと うし

大阪府大東市
ほ うじょう ちょうめ

北条2丁 目

27218 18

34度

43分

25秒

135度

38分

30秒

平 成6年

4.月15日

～6月8日

455m
共同住宅
建設

ほうじょうにしいせき

北条西遺跡

(HJN96-1)

おお さかふだいと うし

大阪府大東市
ほうじょう ちょうめ

北 条2・6丁 目

27218 18

34度

43分

26秒

135度

38分

31秒

平 成8年

11月7日

～12 ,月16日

428m
共同住宅

建設

ふ り が な

所収遺跡名 種別 主な時期 主な遺構 主な遺物 特記事項

ほうじょうにしいせき

北条 西遺跡

HJN94-1調 査

集落
弥生中期
以前

縄文土器

集落 弥生中期
土坑

ピッ ト

土器、石器

土製円板

動物等を捕獲する

落穴を想定させ る
土坑

集落 古墳中期
溝 、 土 坑 、

ピ ッ ト

土師器、初期須恵器

須恵器、韓式系土器

須恵器系土師器

製塩土器、砥石

渡来系集団の影響
を強 く受けている

集落

井戸祭祀をうかが
わせる桃核の大量

の出土

集落 飛鳥～奈良

溝、土坑 、

ピッ ト

畦畔

土師器、須恵器

生産 中世 鋤溝 土師器、瓦器

HJN96-1調 査

集落
弥生中期

以前
縄文土器

集落 弥生中期
土坑

ピッ ト

土器、石器

土製円板

集落 古墳中期
溝 、土坑 、

ピッ ト

掘立柱建 物

土師器、初期須恵器

須恵器、韓式系土器

須恵器系土師器

製塩土器、砥石

渡来系集団の影響

を強 く受けている

集落

集落 飛鳥～奈良
溝 、 土 坑 、

ピ ッ ト
土師器、須恵器

生産 中世
鋤溝

段上遺構
土師器、瓦器
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